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　 　　 　 安全に お使いいた だ く た めに 必ずお読みく だ さ い安全に お使いいた だ く た めに 必ずお読みく だ さ い

●● 本書の一部または、本書の一部または、全部を無断で複製、全部を無断で複製、複写、複写、転載、転載、改変する こ と は法律で禁じ ら れていま す。改変する こ と は法律で禁じ ら れていま す。

●● 本書の内容および製品の仕様、本書の内容および製品の仕様、意匠等については、意匠等については、改良のために予告なく 変更するこ と があり ます。改良のために予告なく 変更するこ と があり ます。

●● 本書の内容については、本書の内容については、万全を記し て作成いたし まし たが、万全を記し て作成いたし まし たが、万一ご不審な点や誤り 、万一ご不審な点や誤り 、  記載漏れなどお気記載漏れなどお気

付きの点がございまし たら 、付きの点がございまし たら 、ご連絡下さ いま すよ う お願い致し ます。ご連絡下さ いま すよ う お願い致し ます。

●● 本書に記載さ れている各種名称、本書に記載さ れている各種名称、会社名、会社名、商品名などは一般に各社の商標または登録商標です。商品名などは一般に各社の商標または登録商標です。

！

火災の原因に な り ま す火災の原因に な り ま す

◆◆ 正し い電源電圧でお使いく だ さ い。正し い電源電圧でお使いく だ さ い。

◆◆ 湿気や埃、湿気や埃、 油煙、油煙、 湯気が多い所には置かないでく だ さ い。湯気が多い所には置かないでく だ さ い。

◆◆ 暖房器具の近く や直射日光があたる場所など 、暖房器具の近く や直射日光があたる場所など 、高温の場所で使用し たり 放置し ない高温の場所で使用し たり 放置し ない

でく だ さ い。でく だ さ い。

◆◆ たこ 足コ ン セン ト や配線器具の定格を超える使い方はし ないでく だ さ い。たこ 足コ ン セン ト や配線器具の定格を超える使い方はし ないでく だ さ い。

◆◆ 電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ

さ い。さ い。

◆◆ 内部に異物を入れないでく だ さ い。内部に異物を入れないでく だ さ い。 ( (水厳禁水厳禁))

◆◆ 本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。

◆◆ 排気口のある機種は、排気口のある機種は、 排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。

感電や怪我の原因に な り ま す感電や怪我の原因に な り ま す

◆◆ 正し い電源電圧でお使いく だ さ い。正し い電源電圧でお使いく だ さ い。

◆◆ 電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ

さ い。さ い。

◆◆ 内部に異物を入れないく だ さ い。内部に異物を入れないく だ さ い。

◆◆ 本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。

◆◆ 濡れた手でコ ン セン ト にさ わら ないでく だ さ い。濡れた手でコ ン セン ト にさ わら ないでく だ さ い。

◆◆ 雷発生時は、雷発生時は、 本製品に触れたり 周辺機器の接続を し た り し ないでく だ さ い。本製品に触れたり 周辺機器の接続を し た り し ないでく だ さ い。

◆◆ 設置、設置、 移動の時は電源プ ラ グ を抜き 、移動の時は電源プ ラ グ を抜き 、 周辺機器の接続を切り 離し て く だ さ い。周辺機器の接続を切り 離し て く だ さ い。

万一、万一、発熱を感じ たり 、発熱を感じ た り 、煙が出ていたり 、煙が出ていたり 、変なにおいがするなど の異常を確認し た場合は、変なにおいがするなど の異常を確認し た場合は、

ただち に電源を外し 使用を中止し てお買いあげの販売店にご連絡下さ い。ただち に電源を外し 使用を中止し てお買いあげの販売店にご連絡下さ い。

故障やエ ラ ー の 原因に な り ま す故障やエ ラ ー の原因に な り ま す

◆◆ 本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。

◆◆ 排気口のある機種は、排気口のある機種は、 排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。
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序章　 ご使用になる前に序章　 ご使用になる前に

  序　 章序　 章　 ご 使用になる前に　 ご 使用になる前に

序－１ 　 梱包品目序－１ 　 梱包品目

こ のマ ニ ュ ア ルは、こ のマ ニ ュ ア ルは、 DLNET-UZDLNET-UZ及び及び DLNET-MZADLNET-MZA を使用し たシス テ ムの解説とを使用し たシス テ ムの解説と

なっ ており ま す。なっ ており ま す。

従っ て従っ て DLNET-UZDLNET-UZ とと DLNET-MZADLNET-MZAのマ ニ ュ ア ルは同じ も のと なり ま す。のマ ニ ュ ア ルは同じ も のと なり ま す。

梱包品につき ま し てはご注文の組み合わせによ っ て異なり ま すので、梱包品につき ま し てはご注文の組み合わせによ っ て異なり ま すので、以下の品目を以下の品目を

参考に、参考に、 品目品目､､数量を ご確認下さ い。数量を ご確認下さ い。

不足がある場合は不足がある場合は､､販売店も し く は弊社営業部までご連絡下さ い。販売店も し く は弊社営業部までご連絡下さ い。

①① DLNET-UZDLNET-UZ本体本体

USBUSB無線ユニ ッ ト の本体無線ユニ ッ ト の本体

②② DLNET-MZADLNET-MZA本体本体

シリ ア ル及びセン サ－用コ ネク タ 付無線端末ユニ ッ トシリ ア ル及びセン サ－用コ ネク タ 付無線端末ユニ ッ ト

③③ DLNET-RZDLNET-RZ本体本体

パラ メ ータ 書き込み用冶具パラ メ ータ 書き込み用冶具

④④ USBUSBド ラ イ バソ フ トド ラ イ バソ フ ト

DLNET-UZDLNET-UZ用のド ラ イ バソ フ ト用のド ラ イ バソ フ ト  (CD-R) (CD-R)

DLNET-MZA

+DLNET-RZ

① DLNET-UZ本体 1 1

② DLNET-MZA本体 1 1 1

③ DLNET-RZ本体 1 1

④ USBド ラ イ バソ フ ト 1 1

⑤ ACア ダ プ タ 1 1

⑥ RS232Cク ロ ス ケーブ ル 1 1

⑦ TERM WIN 1 1

⑧ TERM WINマ ニ ュ ア ル 1 1

⑨ ユーザーズマ ニ ュ ア ル 1 1 1 1

⑩ お客様登録はがき 1 1 1 1

追加ユニ ッ ト

梱包内容／販売形態
評価用

スタ ータ ー
セッ ト DLNET-UZ DLNET-MZA
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⑤⑤ ACAC ア ダ プ タア ダ プ タ   ((型式型式：： TAS2600)TAS2600)

  DLNET-RZDLNET-RZ用の用の ACAC ア ダ プ タア ダ プ タ

⑥⑥ RS232CRS232C ク ロ ス ケーブ ルク ロ ス ケーブ ル

両端に両端に Dsub9Dsub9 ピ ン メ ス を持つピ ン メ ス を持つ RS232CRS232C のク ロ ス ケーブ ルのク ロ ス ケーブ ル  (1.5m) (1.5m)

⑦⑦ TERM WINTERM WIN

条件設定や簡単な動作確認が可能なタ ーミ ナルソ フ ト条件設定や簡単な動作確認が可能なタ ーミ ナルソ フ ト  (CD-R) (CD-R)

⑧⑧ TERM WINTERM WIN マ ニ ュ ア ルマ ニ ュ ア ル

⑩⑩ ユーザーズマ ニ ュ ア ルユーザーズマ ニ ュ ア ル  ( (本誌本誌))
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序章　 ご使用になる前に序章　 ご使用になる前に

序－２ 　 注意事項序－２ 　 注意事項

こ のマ ニ ュ ア ルには、こ のマ ニ ュ ア ルには、 本製品を正し く ご利用頂く ためにの注意事項、本製品を正し く ご利用頂く ためにの注意事項、 仕様、仕様、 接続方接続方

法等について解説し ていま す。法等について解説し ていま す。必ずお読みになり 内容を よ く 理解さ れた上でお使い必ずお読みになり 内容を よ く 理解さ れた上でお使い

下さ い。下さ い。

◆◆ 異なる イ ン タ ーフ ェ ース を接続し ないで下さ い。異なる イ ン タ ーフ ェ ース を接続し ないで下さ い。

異なる イ ン タ ーフ ェ ース を接続する と 破損や火災の原因と なり ま す。異なる イ ン タ ーフ ェ ース を接続する と 破損や火災の原因と なり ま す。

◆◆ 湿気や埃、湿気や埃、 油煙、油煙、 湯気がない所に置かないで下さ い。湯気がない所に置かないで下さ い。

破損や火災等の原因と なり ま す。破損や火災等の原因と なり ま す。

◆◆ 暖房器具の近く 等の高温の場所で使用し たり 放置し ないで下さ い。暖房器具の近く 等の高温の場所で使用し たり 放置し ないで下さ い。

破損や火災等の原因と なり ま す。破損や火災等の原因と なり ま す。

◆◆ 内部に異物を入れないで下さ い。内部に異物を入れないで下さ い。

異物や水が入る と 破損や火災等の原因と なり ま す。異物や水が入る と 破損や火災等の原因と なり ま す。

◆◆ 本体を改造し ないで下さ い。本体を改造し ないで下さ い。

感電や怪我、感電や怪我、 破損の原因になり ま す。破損の原因になり ま す。

◆◆ 本製品を落と し た り 、本製品を落と し た り 、 強い衝撃を与えないで下さ い。強い衝撃を与えないで下さ い。

故障等の原因と なり ま す。故障等の原因と なり ま す。

◆◆ 万一、万一、発熱を感じ たり 、発熱を感じ た り 、煙が出ていたり 、煙が出ていたり 、変なにおいがするなど の異常を確認し変なにおいがするなど の異常を確認し

た場合は、た場合は、直ちに直ちに USBUSBケーブ ル等のケーブ ル類及びケーブ ル等のケーブ ル類及び ACACア ダ プ タ 等の電源をはずア ダ プ タ 等の電源をはず

し 使用を中止し て、し 使用を中止し て、 お買い上げの販売店にご連絡下さ い。お買い上げの販売店にご連絡下さ い。
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序－３ 　 特　 徴序－３ 　 特　 徴

1)1) DLNET-UZDLNET-UZ とと DLNET-MZADLNET-MZAは、は、 IEEE802.15.4IEEE802.15.4 物理層を使用し た物理層を使用し た 2.4GH2.4GH ｚ 帯ｚ 帯

無線モデムです。無線モデムです。

無線部は無線部は ZIGBEEZIGBEE仕様の仕様の 2.4GH2.4GH ｚ 帯域のフ リ ース ケール社製ｚ 帯域のフ リ ース ケール社製MC13192MC13192を 使用しを使用し

ていま す。ていま す。

但し但し 、、 無線部プ ロ ト コ ルは独自プ ロ ト コ ルを使用し ていま す。無線部プ ロ ト コ ルは独自プ ロ ト コ ルを使用し ていま す。

2)2) 独自プ ロ ト コ ルを搭載し ている為、独自プ ロ ト コ ルを搭載し ている為、 COMCOM ポート やシリ ア ルに送信し たいデータポート やシリ ア ルに送信し たいデータ

を送るだけで無線送信を行います。を送るだけで無線送信を行います。無線上では再送も自動で行います。無線上では再送も自動で行います。DLNET-DLNET-

MZAMZAはは ADAD やや IOIO のデータ を送信する機能もあり ま す。のデータ を送信する機能もあり ま す。

3)3) 無線チャ ン ネルは無線チャ ン ネルは 1616 あり 、あり 、 選択出来ます。選択出来ます。

4)4) １ 対１ に限ら ず複数の装置と の通信も可能です。１ 対１ に限ら ず複数の装置と の通信も可能です。

5)5) 個体認識と 各種動作条件は各端末の不揮発メ モ リ に保存さ れます。個体認識と 各種動作条件は各端末の不揮発メ モ リ に保存さ れます。 こ の編集はこ の編集は

タ ーミ ナル等で簡単に行えます。タ ーミ ナル等で簡単に行えます。

6)6) 途中での交信先変更や交信状態をチェ ッ ク する等の用途のためにコ マ ン ド での操途中での交信先変更や交信状態をチェ ッ ク する等の用途のためにコ マ ン ド での操

作も可能です。作も可能です。

7)7) 各機種の特徴各機種の特徴

【【 DLNET-UZDLNET-UZ】】

　 ◆　 ◆ Windows2000Windows2000又は又は WindowsXPWindowsXPパソ コ ン のパソ コ ン の USBUSBコ ネク タ に差込んで、コ ネク タ に差込んで、COMCOM

ポート と し て無線通信出来ます。ポート と し て無線通信出来ます。

　 ◆　 ◆ 親機親機 ( (ホス ト 装置ホス ト 装置) ) と し て無線端末装置と し て無線端末装置 ( (DLNET-MZADLNET-MZA) ) から のデータ 収集から のデータ 収集

や端末制御に利用出来ます。や端末制御に利用出来ます。

　 ◆　 ◆ パソ コ ン にはパソ コ ン には DLNET-UZDLNET-UZド ラ イ バーを イ ン ス ト ールし て、ド ラ イ バーを イ ン ス ト ールし て、擬似擬似COMCOMポーポー

ト と の通信と し てア プ リ ケーショ ン を構築する こ と と なり ま す。ト と の通信と し てア プ リ ケーショ ン を構築する こ と と なり ま す。

　 ◆　 ◆ 電波法の技術基準適合証明を取得し ており ま す。電波法の技術基準適合証明を取得し ており ま す。

【【 DLNET-MZADLNET-MZA】】

　 ◆　 ◆ シリ ア ル通信、シリ ア ル通信、ア ナロ グ入力アナロ グ入力 (AD (AD変換変換) ) 、、IOIO入出力のイ ン タ ーフ ェ ース を持入出力のイ ン タ ーフ ェ ース を持

ち 、ち 、 端末装置への組み込みを前提と し た機種です。端末装置への組み込みを前提と し た機種です。

　 ◆　 ◆ シリ ア ル、シリ ア ル、ADAD、、 IOIOの端末装置と し ての使用方法の他に、の端末装置と し ての使用方法の他に、シリ ア ルを制御装シリ ア ルを制御装

置に接続するこ と で無線通信の親機置に接続するこ と で無線通信の親機 ( (ホス ト 装置ホスト 装置) ) と し ての動作も可能です。と し ての動作も可能です。
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　 ◆　 ◆ 将来ユーザー様装置に無線モデムを組み込むこ と を想定し た評価、将来ユーザー様装置に無線モデムを組み込むこ と を想定し た評価、システムシステム

開発用と し ても使用出来ます。開発用と し ても使用出来ます。

　 ◆　 ◆ 別途、別途、 DC2.8VDC2.8V～～5V5V電源が必要です。電源が必要です。

　 ◆　 ◆ 日本国内の電波法に準拠し た仕様と なっ ており ますが、日本国内の電波法に準拠し た仕様と なっ ており ますが、技術基準適合証明の技術基準適合証明の

取得はし ており ま せん。取得はし ており ま せん。　 ご使用に際し ては、　 ご使用に際し ては、お客様ご自身で技術基準適合お客様ご自身で技術基準適合

証明の申請をお願いいたし ま す。証明の申請をお願いいたし ま す。

【【 DLNET-RZDLNET-RZ】】  ( (冶具冶具))

　 ◆　 ◆ DLNET-MZADLNET-MZA を コ ネク タ に挿入する こ と によ りを コ ネク タ に挿入する こ と によ り RS232CRS232C 仕様のイ ン タ ー仕様のイ ン タ ー

フ ェ ース と し てパソ コ ン等と 通信出来ます。フ ェ ース と し てパソ コ ン等と 通信出来ます。

　 ◆　 ◆ ACAC ア ダ プ タ からア ダ プ タ から DC5VDC5V電源を供給し ま す。電源を供給し ま す。

　 ◆　 ◆ DLNET-MZADLNET-MZAがが ADADやや IOIOと し て使用する場合やシリ ア ルから 設定が出来なと し て使用する場合やシリ ア ルから 設定が出来な

いよ う な場合にはこ れを冶具と し てパソ コ ンのタ ーミ ナルと の通信で各種設いよ う な場合にはこ れを冶具と し てパソ コ ンのタ ーミ ナルと の通信で各種設

定を行う 際に使用し ま す。定を行う 際に使用し ま す。

　 ◆　 ◆ こ の冶具を使用し て設定し た後にこ の冶具を使用し て設定し た後に DLNET-MZADLNET-MZAは端末装置と し て使用すは端末装置と し て使用す

る こ と と なり ま す。る こ と と なり ま す。

　 ◆　 ◆ こ のマ ニ ュ ア ルでは、こ のマ ニ ュ ア ルでは、 DLNET-MZADLNET-MZA++DLNET-RZDLNET-RZ の表記で一体と し て使の表記で一体と し て使

用する際の解説を行います。用する際の解説を行います。

8)8) DLNET-UZDLNET-UZ、、 DLNET-MZADLNET-MZAは、は、 一般電子機器に使用さ れる こ と を目的と し て一般電子機器に使用さ れる こ と を目的と し て

製造さ れていま す。製造さ れていま す。無線の特性から 、無線の特性から 、高い信頼性、高い信頼性、安全性が要求さ れるシス テム安全性が要求さ れるシス テム

にはご使用出来ません。にはご使用出来ません。
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第１ 章　 無線通信使用例第１ 章　 無線通信使用例

  第１ 章第１ 章　 無線通信使用例　 無線通信使用例

１ －１ 　１ －１ 　 11 対対 11 の使用例　 ①の使用例　 ①

こ のシス テムは、こ のシス テムは、無線モデムと し ての装置の性格と し て大き く ２ 種類に分かれます。無線モデムと し ての装置の性格と し て大き く ２ 種類に分かれます。

1)1) 無線通信のホス ト と し ての機能を持つ装置無線通信のホス ト と し ての機能を持つ装置

DLNET-UZDLNET-UZ あるいはあるいは DLNET-MZADLNET-MZAのシリ ア ル通信でホス ト 装置に接続する 。のシリ ア ル通信でホス ト 装置に接続する 。

2)2) 無線通信の端末と し ての機能を持つ装置無線通信の端末と し ての機能を持つ装置

DLNET-MZADLNET-MZAをを ADAD測定、測定、 IOIO制御、制御、 シリ ア ルデータ 収集／制御と し て端末装置シリ ア ルデータ 収集／制御と し て端末装置

に接続し てに接続し て  ( (ある いは組み込んであるいは組み込んで) ) 使用する使用する

ホス ト

PC

DLNET-UZ
ID1

シリ ア ル

測定器

DLNET-MZA
ID5

測定器へ指示

測定値

DLNET-UZ (ホス ト ) DLNET-MZAシリ ア ル端末対

設定例

DLNET-UZ ID1 DLNET-MZA ID5

CH=11

ID= 001

DEST=005

MODE=FULL

CH=11

ID= 005

DEST=001

※※ MODEMODEは動作モード 設定は動作モード 設定

CHCHは無線チャ ン ネルは無線チャ ン ネル

IIDDは自機のは自機の IDID

DESTDESTは相手機のは相手機の IDID

※※ 詳細は詳細は [ [第第33 章　 条件の設定、章　 条件の設定、 変更方法変更方法] ] を 参照し て く だ さ い。を参照し て く だ さ い。
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１ －２ 　１ －２ 　 11 対対 11 の使用例　 ②の使用例　 ②

DLNET-MZA
RS232C

ホス ト ID1

シリ ア ル

測定器
DLNET-MZA
ID5

測定器へ指示

測定値

DLNET-MZA＋RZ (ホス ト ) DLNET-MZAシリ ア ル端末対

設定例

DLNET-MZA ID1

MODE=FULL

CH=26

ID= 001

DEST=005

DLNET-MZA ID5

MODE=FULL

CH=26

ID= 005

DEST=001
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１ －３ 　 ア ナ ロ グ 測定、１ －３ 　 ア ナ ロ グ 測定、 I OI O 入出力の使用例入出力の使用例

測定値フ ォ ーマ ッ ト 例測定値フ ォ ーマ ッ ト 例))

：： 200,1A2,205,235,2A0,380,035,203200,1A2,205,235,2A0,380,035,203；； FBFB 11 回の測定値送信分回の測定値送信分

：： ADAD値値88個個 ( ( ,  , で区切りで区切り ) ) ；； IOIO入出力状態入出力状態

6060秒間隔での測定、秒間隔での測定、送信と なり ま す。送信と なり ま す。  [ [5555秒省電＋秒省電＋55秒通信可能＝秒通信可能＝6060秒秒]]

ホス ト 装置は測定値を受信し てからホス ト 装置は測定値を受信し てから 55秒以内にデータ秒以内にデータ  ( (出力変更コ マ ン ド出力変更コ マ ン ド ) ) を 発行すを発行す

ればれば ID8ID8 は受信が可能です。は受信が可能です。

設定例

DLNET-UZ ID1 DLNET-MZA ID8

CH=18

ID= 001

DEST=008

MODE=FULL

CH=18

ID= 008

DEST=001

SLP=0100 1秒間隔測定

AD=1 Hexで表現

LF=E cr＋lf 付

IO=4 IO1～4が出力

省電モード の設定例

DLNET-UZ ID1 DLNET-MZA ID8

CH=18

ID= 001

DEST=008

MODE=LPOW

CH=18

ID= 008

DEST=001

SLP=055 55秒省電

WAIT=005 5秒間通信可能

AD=1 Hexで表現

LF=E cr＋lf 付

IO=4 IO1～4が出力

※※ 詳細は詳細は [ [第第33 章　 条件の設定、章　 条件の設定、 変更方法変更方法] ] を 参照し て く だ さ い。を参照し て く だ さ い。

ホス ト

PC

DLNET-UZ
ID1

IO

装置

DLNET-MZA
ID8

測定器へ指示
#OUT0B

ア ナロ グ

測定値

1秒間隔

IO1,2,4 ON

IO3 OFF
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１ －４ 　１ －４ 　 11 対複数の使用例対複数の使用例 ( (交信先切替交信先切替))

ホス ト

PC

DLNET-UZ
ID1

シリ ア ル

測定器

5

DLNET-MZA
ID5

LINK#5K

測定器へ指示

シリ ア ル

測定器
6

DLNET-MZA
ID6

LINK#5k

LINK#6

測定器へ指示

宛先変更と ID5宛先固定

測定器5へ

測定器5の測定値

宛先固定解除

宛先変更

測定器6へ

測定器6の測定値

設定例

DLNET-UZ ID1 (ホス ト ) DLNET-MZA ID5

CH=20

ID= 001

DEST=002

H=D

COM=LINK#

MODE=FULL

CH=20

ID= 005

DEST=002

DLNET-MZA ID6

MODE=FULL

CH=20

ID= 006

DEST=001

ID5へはLINK#Kで宛先を 1に変更さ せる

ID6はDEST=001なので宛先は1である

補　 足補　 足 　 　　 　 LINK#LINK#　　 　　  5 5　　 　 　 　　 　 　  K K

　 　 　 ↑　 　 　 ↑ 　 ↑　 ↑ 　 　 　　 　 　   ↑↑

コ マ ン ド 文字コ マ ン ド 文字 宛先宛先IDID コ マ ン ド 指示文字コ マ ン ド 指示文字

詳細は詳細は [ [第第44章　 コ マ ン ド章　 コ マ ン ド ] ] を 参照し て く だ さ い。を参照し て く だ さ い。
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１ －５ 　１ －５ 　 11 対複数の使用例対複数の使用例 ( (発信元通知発信元通知))

ホス ト

PC

DLNET-UZ
ID1

DLNET-MZA
ID5

LINK#005

データ 1

LINK#006

データ 2

データ 3

LINK#005

データ 4

DLNET-MZA
ID6

データ 1

データ 4

データ 2

データ 3

設定例

DLNET-UZ ID1 (ホス ト ) DLNET-MZA ID5

CH=20

ID= 001

DEST=005

H=E

COM=LINK#

MODE=FULL

CH=20

ID=005

DEST=001

DLNET-MZA ID6

MODE=FULL

CH=20

ID=006

DEST=001

※ H=Eの設定以外にも 、 LINK#Mコ マ ン ド で発信先を知る こ と が

でき ま す。
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  第２ 章第２ 章　 基本動作　 基本動作

２ －１ 　 無線送受信プ ロ ト コ ル２ －１ 　 無線送受信プ ロ ト コ ル ((DLNET-UZDLNET-UZ、、 DLNET-MZADLNET-MZA 共通共通))

◆◆ 無線交信は同じ 無線チャ ン ネルに設定さ れた無線モデム同士でのみ可能です。無線交信は同じ 無線チャ ン ネルに設定さ れた無線モデム同士でのみ可能です。

◆◆ 無線送受信の交信相手の認識は、無線送受信の交信相手の認識は、個々に割り 当てた個々に割り 当てた IDID番号で行います。番号で行います。従っ て 、従っ て 、

使用開始にあたり使用開始にあたり IDIDや各種条件を設定する必要があり ま す。や各種条件を設定する必要があり ま す。設定方法は、設定方法は、 [ [第第33章章

条件の設定、条件の設定、 変更方法変更方法] ] を 参照し て く だ さ い。を参照し て く だ さ い。

◆◆ 無線送受信は、無線送受信は、 独自のプ ロ ト コ ルを使用し ていま す。独自のプ ロ ト コ ルを使用し ていま す。

◆◆ 発行元、発行元、 宛先は宛先は IDID 番号で認識し 、番号で認識し 、 異なる異なる IDID 番号では受信し ま せん。番号では受信し ま せん。

◆◆ 送信するデータ はパケ ッ ト 化し て無線送信さ れます。送信するデータ はパケ ッ ト 化し て無線送信さ れます。

◆◆ プ ロ ト コ ルでは、プ ロ ト コ ルでは、 送信パケ ッ ト が宛先と し た相手に届いたかを確認し ま す。送信パケ ッ ト が宛先と し た相手に届いたかを確認し ま す。

◆◆ 無線状況が良く ない場合には再送を行います。無線状況が良く ない場合には再送を行います。 再送間隔は再送間隔は 10msec10msec ですです。。

◆◆ こ れら のプ ロ ト コ ル動作は自動で行われるのでホスト 装置あるいは端末装置は送こ れら のプ ロ ト コ ル動作は自動で行われるのでホスト 装置あるいは端末装置は送

信するデータ を無線モデムに送るだけです。信するデータ を無線モデムに送るだけです。

◆◆ 設定さ れた回数の再送を行っ ても交信出来ない場合には、設定さ れた回数の再送を行っ ても交信出来ない場合には、そのデータ は破棄さ れそのデータ は破棄さ れ

ます。ま す。

◆◆ 送信に失敗し た情報をホスト あるいは端末装置に返す機能はあり ませんので重要送信に失敗し た情報をホスト あるいは端末装置に返す機能はあり ませんので重要

なデータ の場合は上位ア プ リ ケーショ ン でチ ェ ッ ク する必要があり ま す。なデータ の場合は上位ア プ リ ケーショ ン でチ ェ ッ ク する必要があり ま す。

◆◆ 送信の宛先は、送信の宛先は、 設定で指定し ます。設定で指定し ます。 　 ま た 、　 ま た 、 コ マ ン ド でも宛先を変更出来ます。コ マ ン ド でも宛先を変更出来ます。

コ マ ン ド で宛先を変更し た後は、コ マ ン ド で宛先を変更し た後は、指定し た宛先へデータ が送ら れま す。指定し た宛先へデータ が送ら れま す。コ マ ン ドコ マ ン ド

については、については、 [ [第第44章　 コ マ ン ド章　 コ マ ン ド ] ] を 参照し て く だ さ い。を参照し て く だ さ い。

1)1) お使いになる前に、お使いになる前に、DLNET-UZDLNET-UZに標準添付のに標準添付の USBUSBド ラ イ バソ フ ト を 、ド ラ イ バソ フ ト を 、パソ コパソ コ

ンン (W indows2000(W indows2000 ま たはま たは WindowsXP) W indowsXP) に イ ン ス ト ールし て く だ さ い。にイ ン ス ト ールし て く だ さ い。

イ ン ス ト ールの方法はイ ン ス ト ールの方法は [ [第第55章　 の章　 の DLNET-UZDLNET-UZド ラ イ バイ ン ス ト ールド ラ イ バイ ン ス ト ール ] ] を 参照を参照

し て く だ さ い。し て く だ さ い。

2)2) DLNET-UZDLNET-UZ、、DLNET-MZADLNET-MZA共に個々の共に個々の IDID番号の登録が必要です。番号の登録が必要です。 ( (出荷時は出荷時は

デフ ォ ルト で同じデフ ォ ルト で同じ IDID と なっ ていま す。と なっ ていま す。) ) 個々の個々の IDID番号はシステムによ り 割り番号はシステムによ り 割り

振っ て く だ さ い。振っ て く だ さ い。

IDID 番号は番号は 11 からから 254254 ま でが使用出来ます。ま でが使用出来ます。

互いに交信する無線同士は同じ 無線チャ ン ネルに設定し ておく 必要があり 、互いに交信する無線同士は同じ 無線チャ ン ネルに設定し ておく 必要があり 、

こ の設定も行います。こ の設定も行います。 チ ャ ン ネルはチャ ン ネルは 1111 からから 2626 のの 1616 種から 選択し ま す。種から 選択し ま す。

他にも交信宛先指定、他にも交信宛先指定、シリ アル通信条件、シリ アル通信条件、アナロ グ測定選択等の設定があり ます。アナロ グ測定選択等の設定があり ます。

設定方法は、設定方法は、 [ [第第33章　 条件の設定、章　 条件の設定、変更方法変更方法] ] を 参照し て く だ さ い。を参照し て く だ さ い。

ご 使用前に必ず必要な手順ご 使用前に必ず必要な手順
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２ －３ 　 シ リ ア ルデー タ の無線送受信２ －３ 　 シ リ ア ルデー タ の無線送受信 ( (DLNET-MZADLNET-MZA ))

２ －２ 　 デ ー タ の無線送受信２ －２ 　 デー タ の無線送受信 ( (DLNET-UZDLNET-UZ ))

◆◆ ド ラ イ バーを イ ン ス ト ールし たド ラ イ バーを イ ン ス ト ールし た PCPCのの COMCOM ポート と のデータ 入出力で通信し まポート と のデータ 入出力で通信し ま

す。す。

◆◆ COMCOMポート に送信セッ ト さ れたデータ は次のポート に送信セッ ト さ れたデータ は次の22つの条件のど ち ら かになっ た時につの条件のど ち ら かになっ た時に

パケ ッ ト 化さ れ送信さ れます。パケ ッ ト 化さ れ送信さ れます。

　 ▼　 ▼ 送信データ のセッ ト が設定項目送信データ のセッ ト が設定項目TIMTIM の時間中断し た。の時間中断し た。

　 ▼　 ▼ 118Byte118Byte 連続し てセッ ト さ れた。連続し てセッ ト さ れた。

◆◆ 無線から の受信は無線から の受信は COMCOM ポート 経由で読み出し ま す。ポート 経由で読み出し ま す。

◆◆ 各種設定も各種設定も COMCOM ポート を通し て行います。ポート を通し て行います。

◆◆ コ マ ン ド もコ マ ン ド も COMCOMポート へのデータ セッ ト と し て行いま す。ポート へのデータ セッ ト と し て行いま す。コ マ ン ド 文字列と 一コ マ ン ド 文字列と 一

致し た場合はコ マ ン ド と し て処理さ れます。致し た場合はコ マ ン ド と し て処理さ れます。

1)1) シ リ ア ルデータ の無線送信シリ ア ルデータ の無線送信

RXDRXD に受信し たシリ ア ルデータ は、に受信し たシリ ア ルデータ は、 パケ ッ ト 化さ れて無線送信さ れます。パケ ッ ト 化さ れて無線送信さ れます。

パケ ッ ト 化はシリ ア ル受信が次のパケ ッ ト 化はシリ ア ル受信が次の 22 つの条件のど ち ら かになっ た時です。つの条件のど ち ら かになっ た時です。

　 ▼　 ▼ シリ ア ル受信が設定項目シリ ア ル受信が設定項目TIMTIM の時間中断し た。の時間中断し た。

　 ▼　 ▼ 118Byte118Byte 連続し て受信し た 。連続し て受信し た 。

シリ ア ル受信時にコ マ ン ド 文字列シリ ア ル受信時にコ マ ン ド 文字列 ( (設定項目の設定項目の COM) COM) と 比較を行い、と 比較を行い、コ マ ン ド のコ マ ン ド の

場合はそ の指示に従います。場合はそ の指示に従います。 ココ マ ン ド と 一致し た部分はデータ と し ては扱わずマ ン ド と 一致し た部分はデータ と し ては扱わず

に相手に無線送信さ れる こ と も あり ま せん。に相手に無線送信さ れる こ と も あり ま せん。

2)2) 無線受信データ のシリ ア ルへの出力無線受信データ のシリ ア ルへの出力

自機自機IDID宛に受信し た無線パケッ ト のデータ 部分はシリ アル送信バッ フ ァ へ書き込宛に受信し た無線パケッ ト のデータ 部分はシリ アル送信バッ フ ァ へ書き込

まれ、ま れ、 順次順次TXDTXD よ り シリ ア ル出力さ れます。よ り シリ ア ル出力さ れます。

ご 注意ご 注意 COMCOMポート へセッ ト する データ の量は送信宛先の処理能力を考慮する必要ポート へセッ ト する データ の量は送信宛先の処理能力を考慮する必要

があり ま す。があり ま す。DLNET-MZADLNET-MZAのシリ ア ルが宛先の場合は、のシリ ア ルが宛先の場合は、シリ ア ル送信速度シリ ア ル送信速度

がが USBUSB速度よ り 遅いので、速度よ り 遅いので、十分にシリ ア ルから 送信出力が可能な時間当た十分にシリ ア ルから 送信出力が可能な時間当た

り のデータ 量でセッ ト し なければなり ま せん。り のデータ 量でセッ ト し なければなり ま せん。
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ご 注意ご 注意 シリ ア ルフ ロ ー制御が常に有効と なっ ていま す。シリ ア ルフ ロ ー制御が常に有効と なっ ていま す。従っ て 、従っ て 、 *CTS*CTS制御ラ イ ン制御ラ イ ン

がオープ ン状態では出力が出来ませんので、がオープ ン状態では出力が出来ませんので、必ずシリ ア ル機器の必ずシリ ア ル機器の *RTS*RTS出力出力

に接続するか、に接続するか、接続機器から接続機器から *RTS*RTS出力が無い場合は出力が無い場合は *RTS*RTSとと *CTS*CTSを コ ネクを コ ネク

タ 側でショ ート し た状態で使用し て く だ さ い。タ 側でショ ート し た状態で使用し て く だ さ い。   (  (DLNET-RZDLNET-RZではでは RTSRTSとと

CTS)CTS)

3)3) シ リ ア ルの制御ラ イ ンシリ ア ルの制御ラ イ ン *RTS*RTS//*CTS*CTS

シリ ア ル受信バッ フ ァ の残容量が少なく なっ た場合シリ ア ル受信バッ フ ァ の残容量が少なく なっ た場合 ( (何ら かの理由で無線送信よ何ら かの理由で無線送信よ

り シリ ア ル受信が多い状態が続くり シリ ア ル受信が多い状態が続く ) ) にに *RTS*RTS制御ラ イ ン を ビ ジーと し ま す。制御ラ イ ン を ビ ジーと し ま す。余裕が余裕が

でる とでる と *RTS*RTS制御ラ イ ン はレ ディ と なり ま す。制御ラ イ ン はレ ディ と なり ま す。

シリ ア ルデータ の発信元はフ ロ ー制御で出力を止めて く だ さ い。シリ ア ルデータ の発信元はフ ロ ー制御で出力を止めて く だ さ い。無視し てシリ ア無視し てシリ ア

ルに受信があっ た場合は、ルに受信があっ た場合は、バッ フ ァ 内の古いデータ から 上書き さ れま す。バッ フ ァ 内の古いデータ から 上書き さ れま す。シリ アシリ ア

ル受信バッ フ ァ はル受信バッ フ ァ は 1.5kbyte1.5kbyte です。です。

*CTS*CTS制御ラ イ ン がビ ジーと なっ た場合は、制御ラ イ ン がビ ジーと なっ た場合は、 シリ ア ルへの出力を停止し ま す。シリ ア ルへの出力を停止し ま す。 ここ

の間、の間、 シリ ア ル送信バッ フ ァ にデータ が蓄積さ れます。シリ ア ル送信バッ フ ァ にデータ が蓄積さ れます。 *CTS*CTSがレ ディ と なる とがレ ディ と なる と

シリ ア ル送信バッ フ ァ から 出力を再開し ま す。シリ ア ル送信バッ フ ァ から 出力を再開し ま す。

シリ ア ル出力が出来ない状態で無線受信が続く と シリ ア ル送信バッ フ ァ は古いシリ ア ル出力が出来ない状態で無線受信が続く と シリ ア ル送信バッ フ ァ は古い

データ から 上書き さ れま す。データ から 上書き さ れま す。 シリ ア ル送信バッ フ ァ はシリ ア ル送信バッ フ ァ は 1.5kbyte1.5kbyte です。です。

動作モード を動作モード を HALFHALFで使用し た場合には、で使用し た場合には、 *CTS*CTSで省電状態の制御を行います。で省電状態の制御を行います。

HALFHALFある いはあるいは LPOWLPOW の場合は、の場合は、 *RTS*RTSが通信可能／省電の各状態を示し ま す。が通信可能／省電の各状態を示し ま す。

[2-4 [2-4 DLNET-MZADLNET-MZAの動作モードの動作モード ] ] を 参照し て く だ さ い。を参照し て く だ さ い。検索動作中は検索動作中は *RTS*RTSはビはビ

ジーと なり ま す。ジーと なり ま す。
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２ －４ 　２ －４ 　 DLNET-MZA DLNET-MZA の動作モ ードの動作モ ード

◆◆ DLNET-MZADLNET-MZAは、は、 省電力機能を持つために動作条件を設定出来ます。省電力機能を持つために動作条件を設定出来ます。

無線部分は無線受信待機や無線送信の時に最も電力を消費し ま す。無線部分は無線受信待機や無線送信の時に最も電力を消費し ま す。

[[約約60mA60mA//3V]3V]

無線アイ ド ル状態と し た場合には電力消費は少なく なり ますが無線受信が出来ま無線アイ ド ル状態と し た場合には電力消費は少なく なり ますが無線受信が出来ま

せん。せん。 一方的な無線送信は可能です。一方的な無線送信は可能です。

[[約約10.7mA10.7mA//3V]3V]

さ ら にさ ら に CPUCPU を含めたス リ ープ状態と すれば最も省電状態と なり ま す。を含めたス リ ープ状態と すれば最も省電状態と なり ま す。

[[約約1.3mA1.3mA//3V]3V]

MODEMODEの指定によ り こ れら の機能を有効に使用する こ と が出来ます。の指定によ り こ れら の機能を有効に使用する こ と が出来ます。

◆◆ DLNET-UZDLNET-UZは、は、常に電源が供給さ れる為、常に電源が供給さ れる為、 MODE=FULLMODE=FULLと 同様の動作モード のと 同様の動作モード の

みと なっ ていま すので設定変更は出来ません。みと なっ ていま すので設定変更は出来ません。

1)1) FULLFULL

常に送受信可能な状態です。常に送受信可能な状態です。

親機と し てホス ト 装置に接続する 、親機と し てホス ト 装置に接続する 、電力消費が問題になら ない装置、電力消費が問題になら ない装置、無線通信時無線通信時

のみ電源が投入さ れる装置等の場合のモ ード です。のみ電源が投入さ れる装置等の場合のモ ード です。

DLNET-MZADLNET-MZAに と っ て 、に と っ て 、 いつ受信が発生するか不明な場合はいつ受信が発生するか不明な場合は FULLFULL と する必要と する必要

があり ま す。があり ま す。

電力消費が常に最大の状態です。電力消費が常に最大の状態です。 [ [約約60mA60mA//3V]3V]

2)2) HALFHALF

*RTS*RTS//*CTS*CTSの制御線で送受信を制御し ます。の制御線で送受信を制御し ます。

　　 ▼▼ *CTS*CTS入力がビ ジーの時は省電状態と なり ま す。入力がビ ジーの時は省電状態と なり ま す。 [[約約8.8mA8.8mA//3V]3V]

こ の時、こ の時、 *RTS*RTS出力がビ ジーと なり 、出力がビ ジーと なり 、 送受信は出来ません。送受信は出来ません。

　 ▼　 ▼ *CTS*CTS入力がレ ディ と なる と シリ ア ルから の受信を無線送信可能状態と なり入力がレ ディ と なる と シリ ア ルから の受信を無線送信可能状態と なり

ま す。ま す。

　 　　 　 こ の時、こ の時、*RTS*RTS出力がレ ディ と なり ま す。出力がレ ディ と なり ま す。 [ [約約10.7mA10.7mA//3V]3V]

シ リ ア ルから テキス ト を受信する と 無線送信し 、シリ ア ルから テキス ト を受信する と 無線送信し 、そ の後そ の後WAIT (WAIT (秒秒) ) で指定しで指定し

た時間だけ無線受信を可能にし ま す。た時間だけ無線受信を可能にし ま す。 [ [約約60mA60mA//3V]3V]

　 　　 　 WAITWAITの設定が０ の場合は、の設定が０ の場合は、*CTS*CTSがレ ディ の時は常に無線受信も可能と なりがレ ディ の時は常に無線受信も可能と なり

ま す。ま す。
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3)3) LPOWLPOW

時間で省電状態と 通信状態を制御し ます。時間で省電状態と 通信状態を制御し ます。

一定周期で無線通信が行われる装置で通常は電力消費を抑えたい場合に使用出来一定周期で無線通信が行われる装置で通常は電力消費を抑えたい場合に使用出来

ます。ま す。

測定機器と 組み合わせた際は、測定機器と 組み合わせた際は、 こ の時間管理で定期的な通信が可能と なり ま す。こ の時間管理で定期的な通信が可能と なり ま す。

こ のモ ード が最も省電と なる モ ード です。こ のモ ード が最も省電と なる モ ード です。

　 ▼　 ▼ SLP (SLP (秒秒) ) で指定し た時間は省電状態です。で指定し た時間は省電状態です。 [ [約約1.3mA1.3mA//3V]3V]

　 　　 　 こ の時、こ の時、 *RTS*RTS出力がビ ジーと なり 、出力がビ ジーと なり 、 送受信は出来ません。送受信は出来ません。

　 ▼　 ▼ SLPSLP時間を経過後は時間を経過後は WAIT (WAIT (秒秒) ) で指定し た時間送受信可能と なり ま す。で指定し た時間送受信可能と なり ま す。

　 　　 　 こ の時、こ の時、*RTS*RTS出力がレ ディ と なり ま す。出力がレ ディ と なり ま す。 [ [約約60mA60mA//3V]3V]

接続機器は接続機器は *RTS*RTSがレ ディ の間にデータ 送信を行う こ と が出来ます。がレ ディ の間にデータ 送信を行う こ と が出来ます。

WAITWAIT時間経過後は再び時間経過後は再び SLPSLP時間と なり 、時間と なり 、 繰り 返し ま す。繰り 返し ま す。

　 ▼　 ▼ SLP (SLP (秒秒) ) ＋＋WAIT (WAIT (秒秒) ) が周期と なり ま す。が周期と なり ま す。

２ －５ 　２ －５ 　 DLNET-MZA DLNET-MZA のア ナ ロ グのア ナ ロ グ  (AD )  (AD ) 及び及び IOIO

DLNET-MZADLNET-MZAは、は、 ア ナロ グ測定アナロ グ測定 (AD (AD 変換変換) ) 、、 IOIO 入出力と 測定値の自動送信の機能入出力と 測定値の自動送信の機能

を使用出来ます。を使用出来ます。

設定で設定で ADAD有効と する こ と で定期的に有効と する こ と で定期的に ADAD測定を行い、測定を行い、そ の結果を指定し た宛先に送そ の結果を指定し た宛先に送

信し ま す。信し ま す。

送信データ フ ォ ーマ ッ ト 、送信データ フ ォ ーマ ッ ト 、 送信間隔の設定が出来ます。送信間隔の設定が出来ます。 ま た、ま た 、 LPOWLPOW モ ード と 組みモ ード と 組み

合わせて使用する こ と も出来ます。合わせて使用する こ と も出来ます。

ADAD測定の設定であっ ても シリ ア ル送受信も可能です。測定の設定であっ ても シリ ア ル送受信も可能です。

1)1) ア ナロ グ値及びア ナロ グ値及び IOIO入力測定データ の送信入力測定データ の送信

アナロ グ測定は、ア ナロ グ測定は、設定さ れた時間間隔で測定を行い、設定さ れた時間間隔で測定を行い、指定のフ ォ ーマ ッ ト で無線指定のフ ォ ーマ ッ ト で無線

出力さ れます。出力さ れます。

ア ナロ グ値はア ナロ グ値は 10Bit10Bit精度の精度の 0V0V～～2.8V2.8V、、 IOIO入出力値は入出力値は 8Bit8Bitです。です。

送信フ ォ ーマ ッ ト は、送信フ ォ ーマ ッ ト は、 以下の通り です。以下の通り です。

　　 ：： AD1AD1値値 , AD2 , AD2値値 , AD3 , AD3値値 , AD4 , AD4値値 , AD5 , AD5値値 , AD6 , AD6値値 , AD7 , AD7値値 , AD8 , AD8値値；； IOIO値値
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2)2) IOIO出力の制御出力の制御

IO8IO8 ピ ン を入力あるいは出力と し て使用する事が出来ます。ピ ン を入力あるいは出力と し て使用する事が出来ます。

設定で入出力ピ ン数の振り 分けが出来ます。設定で入出力ピ ン数の振り 分けが出来ます。

IOIO出力の制御は、出力の制御は、 ホス ト 装置からホス ト 装置から IOIO制御コ マ ン ド を送る こ と で可能です。制御コ マ ン ド を送る こ と で可能です。

IOIO 制御コ マ ン ド のフ ォ ーマ ッ ト は、制御コ マ ン ド のフ ォ ーマ ッ ト は、 ＃＃OUTOUThhhh LFCR です。です。

hhhh は、は、 1616 進進0000 ～～FFFFで　 出力で　 出力ON (Hi) ON (Hi) はは 11、、 出力出力OFF (Low) OFF (Low) はは 00 で指示しで指示し

ま す。ま す。

CRとと LFは、は、 改行と ラ イ ン フ ィ ード コ ード で、改行と ラ イ ン フ ィ ード コ ード で、 ｘｘ 0D0D と ｘと ｘ 0A0A です。です。 　　

ASCIIASCII コ ード でコ ード で OUTOUTとと hhhh のの AA～～FFは英大文字と し ま す。は英大文字と し ま す。

例えば、例えば、 ＃＃OUT2COUT2C LFCR   の場合は、の場合は、 IO1,2,5,7,8IO1,2,5,7,8 はは OFFOFF、、 IO3,4,6IO3,4,6 はは ONON と なと な

り ま す。り ま す。

出力状態は、出力状態は、 送信フ ォ ーマ ッ ト の送信フ ォ ーマ ッ ト の IOIO値で確認出来ます。値で確認出来ます。

3)3) 測定／送信間隔測定／送信間隔

間隔の設定は、間隔の設定は、 SLPSLP及び及び WAITWAITで指定し ま す。で指定し ま す。

動作モード によ り 動作状況や単位が異なり ま す。動作モード によ り 動作状況や単位が異なり ま す。

ADAD値の表記と 測定間隔の指定については、値の表記と 測定間隔の指定については、 [3 [3-5-4-5-4　　 DLNET-MZADLNET-MZAでのでの ADAD、、IOIOの設の設

定項目定項目] ] を 参照し て く だ さ い。を参照し て く だ さ い。

補　 足補　 足 LFCR は、は、 キャ リ ッ ジリ タ ーンキャ リ ッ ジリ タ ーン  (0Dh)  (0Dh) 、、 ラ イ ン フ ィ ードラ イ ン フ ィ ード  (0Ah)  (0Ah) のの 22 バイ ト 。バイ ト 。

コ マ ン ド 、コ マ ン ド 、リ ザルト の文字列の説明等でこ の文字がある場合、リ ザルト の文字列の説明等でこ の文字がある場合、  LFCR   のの 22ババ

イ ト が付加さ れていま す。イ ト が付加さ れていま す。
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２ －６ 　 特殊な動作２ －６ 　 特殊な動作

２ －６ －１ 　 指定し た 交信相手と の交信状況を 調べる２ －６ －１ 　 指定し た 交信相手と の交信状況を 調べる

２ －６ －２ 　 使用環境の無線状態を 調べる２ －６ －２ 　 使用環境の無線状態を 調べる

DLNET-UZDLNET-UZ、、DLNET-MZADLNET-MZAには無線通信を行う 環境を調べるための特殊な機能がには無線通信を行う 環境を調べるための特殊な機能が

あり ま す。あり ま す。

こ れら の機能は、こ れら の機能は、 コ マ ン ド で実行し てそ の結果をホス ト 装置に送り ま す。コ マ ン ド で実行し てそ の結果をホス ト 装置に送り ま す。 ま た 、ま た 、 起起

動時に自動的に実行するものもあり ま す。動時に自動的に実行するものもあり ま す。

①① 指定相手指定相手IDIDにテスト パケッ ト を送り そ の応答の有無を表示する こ と で交信可能範にテスト パケッ ト を送り そ の応答の有無を表示する こ と で交信可能範

囲に相手が存在するかを確認し ま す。囲に相手が存在するかを確認し ま す。

コ マ ン ド によ り 相手コ マ ン ド によ り 相手IDIDと テ ス ト 機能を指示し ま す。と テ ス ト 機能を指示し ま す。 ( (TTコ マ ン ドコ マ ン ド ))

②② 指定相手指定相手IDID と の交信成功率を測定し て％表示し ます。と の交信成功率を測定し て％表示し ます。

交信可能範囲内でど の程度に安定し て交信出来るかの判断に使用出来ます。交信可能範囲内でど の程度に安定し て交信出来るかの判断に使用出来ます。

コ マ ン ド によ り 相手コ マ ン ド によ り 相手IDIDと テ ス ト 機能を指示し ま す。と テ ス ト 機能を指示し ま す。 ( (AAコ マ ン ドコ マ ン ド ))

コ マ ン ド に関し ては、コ マ ン ド に関し ては、 [ [第第44章　章　 コ マ ン ドコ マ ン ド ] ] を 参照し て く だ さ い。を参照し て く だ さ い。

無線通信システムでは、無線通信システムでは、1616の無線チャ ン ネルからの無線チャ ン ネルから 11つ を選択し て使用する こ と になつを選択し て使用する こ と にな

り ま す。り ま す。

チ ャ ン ネル決定にあたり 、チ ャ ン ネル決定にあたり 、そ の使用環境でど のチャ ン ネルが使用さ れているかあるそ の使用環境でど のチャ ン ネルが使用さ れているかある

いはノ イ ズ等の妨害要素があるかを簡易的に測定出来ます。いはノ イ ズ等の妨害要素があるかを簡易的に測定出来ます。

但し但し 、、こ の測定を行っ ている時に他のシステムでの送受信が行われていない場合にこ の測定を行っ ている時に他のシステムでの送受信が行われていない場合に

は検出さ れませんので判定には注意が必要です。は検出さ れませんので判定には注意が必要です。

コ マ ン ド によ り 機能を実行し ま す。コ マ ン ド によ り 機能を実行し ま す。 ( (EEコ マ ン ドコ マ ン ド ))

コ マ ン ド に関し ては、コ マ ン ド に関し ては、 [ [第第44章　 コ マ ン ド章　 コ マ ン ド ] ] を 参照し て く だ さ い。を参照し て く だ さ い。
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２ －６ －３ 　 交信可能な無線モ デムの存在を 調べる２ －６ －３ 　 交信可能な無線モ デムの存在を 調べる

設定さ れた無線チャ ン ネル以外も含めて、設定さ れた無線チャ ン ネル以外も含めて、交信可能な無線モデム交信可能な無線モデム  ( (DLNET-UZDLNET-UZあるある

いはいは DLNET-MZADLNET-MZA) ) の存在を調べる機能です。の存在を調べる機能です。

①① 全全LISTLISTを表示する機能を表示する機能

コ マ ン ド によ り こ の機能を動作する とコ マ ン ド によ り こ の機能を動作する と CH11CH11からから CH26CH26ま でを順番にスキャ ン しま でを順番にスキャ ン し

て応答のある無線モデムの存在を リ ス ト ア ッ プ し ま す。て応答のある無線モデムの存在を リ ス ト ア ッ プ し ま す。 ( (LLコ マ ン ドコ マ ン ド ))

交信し たい相手が決ま っ たら 、交信し たい相手が決ま っ たら 、チ ャ ン ネル切替え、チャ ン ネル切替え、送信先変更、送信先変更、相手送信先固定相手送信先固定

のコ マン ド を使用するこ と で設定さ れた無線通信条件と は異なる相手と 交信が可のコ マン ド を使用するこ と で設定さ れた無線通信条件と は異なる相手と 交信が可

能と なり ま す。能と なり ま す。

②② 検索後に最適の相手を交信先に自動設定する機能検索後に最適の相手を交信先に自動設定する機能

CH11CH11からから CH26CH26 ま でを順番にスキャ ン し て応答のある無線モデムの存在を調べま でを順番にスキャ ン し て応答のある無線モデムの存在を調べ

ます。ま す。

そ の結果、その結果、存在し た相手存在し た相手 ( (複数の場合は受信感度の最も良い相手複数の場合は受信感度の最も良い相手) ) を自動的に交信を自動的に交信

相手に切替えます。相手に切替えます。 存在し ない場合は設定さ れている存在し ない場合は設定さ れている CHCH とと DESTDESTと なり ま す。と なり ま す。

コ マ ン ド によ る方法と 設定で起動時に行う 方法があり ま す。コ マ ン ド によ る方法と 設定で起動時に行う 方法があり ま す。

コ マ ン ド で実行する方法ではホス ト 装置から 任意に実行出来ます。コ マ ン ド で実行する方法ではホス ト 装置から 任意に実行出来ます。 ( (SSコ マ ン ドコ マ ン ド ))

設定によ り こ の機能を有効と し た場合には、設定によ り こ の機能を有効と し た場合には、電源投入時に自動的に交信相手を決電源投入時に自動的に交信相手を決

める こ と と なり 、める こ と と なり 、端末機器が親機を自動検索する機能と なり ま す。端末機器が親機を自動検索する機能と なり ま す。 ( (S=S= 設定設定))

こ の機能を使用するシス テムでは、こ の機能を使用するシス テムでは、ホス ト 装置は受信し たデータ がど のホス ト 装置は受信し たデータ がど の IDID端末か端末か

ら のものかを知る必要が有る場合があり ま す。ら のも のかを知る必要が有る場合があり ま す。こ のよ う な場合は親機にこ のよ う な場合は親機にH=EH=Eの設の設

定をするか定をするか LINK#MLINK#M コ マ ン ド で発行元を知る方法があり ま す。コ マ ン ド で発行元を知る方法があり ま す。

[[第第44章　 コ マ ン ド章　 コ マ ン ド ] ] 、、  [3-5-2 [3-5-2　　 DLNET-MZADLNET-MZAの項目の項目] ] を 参照し て く だ さ い。を参照し て く だ さ い。

参　 考参　 考 [[シス テ ムでのシス テムでの IDID番号振り 分けのヒ ン ト番号振り 分けのヒ ン ト ]]

親機親機  ((ホス トホス ト ) ) のの IDIDはは 11～～99、、端末機は端末機は 1010以上のよ う に範囲を分けてシス テ以上のよ う に範囲を分けてシス テ

ム設計さ れる こ と を推奨し ま す。ム設計さ れる こ と を推奨し ま す。

　　 理由理由  ：： SSコ マ ン ド やコ マ ン ド や S=S= 設定での最大設定での最大IDID番号を小さ く する こ と で親機を番号を小さ く する こ と で親機を

検索する時間が短く なるこ と と 他の端末機を親機と 誤認するこ と検索する時間が短く なるこ と と 他の端末機を親機と 誤認するこ と

を防止し ま す。を防止し ま す。
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  第３ 章第３ 章　 条件の設定、　 条件の設定、 変更方法変更方法

３ －２ 　 設定に 必要な機器３ －２ 　 設定に 必要な機器

３ －１ 　 条件の設定と は３ －１ 　 条件の設定と は

DLNET-UZDLNET-UZ、、 DLNET-MZADLNET-MZAの無線通信プ ロ ト コ ルは不揮発メ モ リ に登録し たの無線通信プ ロ ト コ ルは不揮発メ モ リ に登録し た IDID

番号で自機と 通信相手の認識を行います。番号で自機と 通信相手の認識を行います。 そ の他にも各種設定があり ま す。そ の他にも各種設定があり ま す。

従っ て 、従っ て 、 使用を開始するにあた り 必要な条件を設定する必要があり ま す。使用を開始するにあた り 必要な条件を設定する必要があり ま す。

こ れら の設定は、こ れら の設定は、 DLNET-UZDLNET-UZはホス トはホス ト PCPCから 、から 、 DLNET-MZADLNET-MZAはは RS232CRS232C を使用を使用

し てタ ーミ ナルから 対話的に実行出来ます。し てタ ーミ ナルから 対話的に実行出来ます。

一度設定さ れた無線モデムは、一度設定さ れた無線モデムは、 電源投入で設定条件に従っ て起動さ れます。電源投入で設定条件に従っ て起動さ れます。

1)1) DLNET-UZDLNET-UZ の場合の場合

タ ーミ ナルを パソ コ ン のタ ーミ ナルを パソ コ ン の COMCOM ポート で開き ま す。ポート で開き ま す。

そ の後はタ ーミ ナルから のキー入力と 画面表示で編集を進めます。そ の後はタ ーミ ナルから のキー入力と 画面表示で編集を進めます。

2)2) DLNET-MZADLNET-MZA の場合の場合

DLNET-MZADLNET-MZA＋＋DLNET-RZDLNET-RZ と し ま す。と し ま す。

タ ーミ ナルが動作するパソ コ ン とタ ーミ ナルが動作するパソ コ ン と RS232CRS232Cク ロ スケーブ ルク ロ スケーブ ル((添付品添付品))と 接続し ま す。と 接続し ま す。

電源は電源は DLNET-RZDLNET-RZ にに ACACア ダ プ タア ダ プ タ   ((添付品添付品) ) から 供給し ま す。から 供給し ま す。

ご 注意ご 注意 アナロ グア ナロ グ ・・ IOIO コ ネク タ は外し て、コ ネク タ は外し て、 電源供給は電源供給は DLNET-RZDLNET-RZ コ ネク タ から のコ ネク タ から の

みと し て く だ さ い。みと し て く だ さ い。

3)3) タ ーミ ナルタ ーミ ナル

タ ーミ ナルはタ ーミ ナルは TermWin (TermWin (添付品添付品) ) ある いはあるいは HyperTerminalHyperTerminal 等を使用し ま す。等を使用し ま す。

タ ーミ ナルの通信条件はタ ーミ ナルの通信条件は DLNET-MZADLNET-MZAの通信条件に合わせます。の通信条件に合わせます。 デフ ォ ルトデフ ォ ルト

RS232CRS232C通信条件は、通信条件は、 19200BPS19200BPS、、 データ 長データ 長8Bit8Bit、、 パリ テ ィ 無し です。パリ テ ィ 無し です。

(HyperTerminal(HyperTerminal の場合、の場合、 EnterEnterキーでキーで  [ [改行コ ード が出る改行コ ード が出る ] ] に チ ェ ッ ク し ておき まにチ ェ ッ ク し ておき ま

す。す。))
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３ －３ 　 設定モ ー ド３ －３ 　 設定モ ー ド  (Prog ra m  M od e )  (Prog ra m  M od e ) へ の入り 方への入り 方

1)1) 通常の設定モード への入り 方通常の設定モード への入り 方

タ ーミ ナルから 　タ ーミ ナルから 　 LINK#P (Enter) LINK#P (Enter) と し ま す。と し ま す。

タ ーミ ナル画面に＊＊＊タ ーミ ナル画面に＊＊＊ PROGRAM MODE  PROGRAM MODE ＊＊＊と 表示さ れます。＊＊＊と 表示さ れます。

DLNET-UZDLNET-UZは、は、 LEDLED が赤点灯し ま す。が赤点灯し ま す。

DLNET-MZADLNET-MZAは、は、 LEDLED が点灯し ま す。が点灯し ま す。

そ の後は、そ の後は、 [3 [3-4-4　　 設定項目表示例と 設定方法設定項目表示例と 設定方法] ] に従い編集を行います。に従い編集を行います。

2)2) DLNET-MZADLNET-MZAでの強制的な設定モード への入り 方での強制的な設定モード への入り 方

RS232CRS232Cの通信条件を忘れた場合、の通信条件を忘れた場合、コ マ ン ド 文字を無効と し た場合、コ マ ン ド 文字を無効と し た場合、測定間隔や測定間隔や

LPOWLPOW時間の関係で通常のコ マ ン ド で設定モード へ入れなかっ た場合等に使用す時間の関係で通常のコ マ ン ド で設定モード へ入れなかっ た場合等に使用す

る方法です。る方法です。

こ のよ う な場合には以下の手順でタ ーミ ナルからこ のよ う な場合には以下の手順でタ ーミ ナルから RTSRTSを制御し ての強制プロ グ ラを制御し ての強制プロ グ ラ

ムモ ード に入る こ と が出来ます。ムモ ード に入る こ と が出来ます。

　　 11 DLNET-MZADLNET-MZA++DLNET-RZDLNET-RZ電源は電源は OFFOFF

タ ーミ ナルに接続タ ーミ ナルに接続 ( (19200BPS19200BPS、、 8N)8N)

　　 22 RTSRTSをを OFFOFF と し てと し て DLNET-RZDLNET-RZ の電源を入れるの電源を入れる

　　 33 電源投入から 約電源投入から 約55秒後に秒後に RTSRTSをを ONON と すると する

　　 44 そ の後、そ の後、 22 秒以上秒以上44秒以内に秒以内に RTSRTSをを OFFOFF と すると する

　　 55 さ ら にそ の後、さ ら にそ の後、 22秒以上秒以上44秒以内に今度は秒以内に今度は RTSRTSをを ONON と すると する

　　 66 ROGRAM MODEROGRAM MODEのメ ッ セージが出れば設定可能と なるのメ ッ セージが出れば設定可能と なる

TERM WINTERM WINではでは ShiftShift+ F3+ F3 でで RTSRTSの制御が出来ます。の制御が出来ます。

こ の機能がある為、こ の機能がある為、 *CTS*CTS ビ ジー状態での電源投入ではビ ジー状態での電源投入では 66 秒後に起動し ま す。秒後に起動し ま す。

((レ ディ では直ちに起動レディ では直ちに起動))
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３ －４ 　 設定項目表示例と 設定方法３ －４ 　 設定項目表示例と 設定方法

３ －４ －１ 　 表示画面例３ －４ －１ 　 表示画面例

設定画面の表示は機種、設定画面の表示は機種、 設定内容によ り 若干異なり ま す設定内容によ り 若干異なり ま す

そ の設定状態での有効な項目のみが表示さ れます。そ の設定状態での有効な項目のみが表示さ れます。

◆◆DLNET-UZDLNET-UZ の設定画面例の設定画面例

Vx.x 2006Vx.x 2006//xxxx//xxxx

CH= 11,PW= 15,REP=05CH= 11,PW= 15,REP=05

ID=002,DEST=012ID=002,DEST=012

TIM=2 (10msec)TIM=2 (10msec)

H=D,COM=LINK#H=D,COM=LINK#

◆◆DLNET-MZADLNET-MZA (AD= 0 (AD= 0 測定無し の時測定無し の時) ) の設定画面例の設定画面例

Vx.x 2006Vx.x 2006//xxxx//xxxx

MODE=FULL [FULLMODE=FULL [FULL//HALFHALF//LPOW]LPOW]

CH= 11,PW= 15,REP=05CH= 11,PW= 15,REP=05

R=D,S=000R=D,S=000

ID=002,DEST=012ID=002,DEST=012

B=19200,D=8,P=N,TIM=02 (10msec)B=19200,D=8,P=N,TIM=02 (10msec)

AD=0AD=0

H=D,COM=LINK#H=D,COM=LINK#

◆◆DLNET-MZA DLNET-MZA ((ADAD 測定あり の時測定あり の時) ) の設定画面例の設定画面例

Vx.x 2006Vx.x 2006//xxxx//xxxx

MODE=FULL [FULLMODE=FULL [FULL//HALFHALF//LPOW]LPOW]

CH= 11,PW= 15,REP=05CH= 11,PW= 15,REP=05

R=D,S=000R=D,S=000

ID=002,DEST=012ID=002,DEST=012

SLP= 0060,WAIT=005SLP= 0060,WAIT=005

B=19200,D=8,P=N,TIM=02 (10msec)B=19200,D=8,P=N,TIM=02 (10msec)

AD=1 (000 3̃FF),LF=E,IO=0AD=1 (000 3̃FF),LF=E,IO=0

H=D,COM=LINK#H=D,COM=LINK#



2222

第３ 章　 条件の設定、変更方法第３ 章　 条件の設定、変更方法

３ －４ －２ 　 設定方法３ －４ －２ 　 設定方法

1)1) (Enter) (Enter) キーのみを押すと 現在の設定内容を再表示し ます。キーのみを押すと 現在の設定内容を再表示し ます。

2)2) こ の時に表示し ている フ ォ ーマ ッ ト と 同じ よ う にキー入力し てこ の時に表示し ている フ ォ ーマ ッ ト と 同じ よ う にキー入力し て   (Enter) (Enter) と する こと する こ

と で設定内容を編集し ま す。と で設定内容を編集し ま す。

【【 編集例】編集例】

CH=20 (Enter) CH=20 (Enter) で無線送受信チャ ン ネル番号をで無線送受信チャ ン ネル番号を 2020 と し ま す。と し ま す。

3)3) 設定できないフ ォ ーマ ッ ト 、設定できないフ ォ ーマ ッ ト 、 値を入力し た場合は値を入力し た場合は  ？？  が表示さ れま す。が表示さ れます。

4)4) 終了は、終了は、 SAVE (Enter) SAVE (Enter) と し ま す。と し ま す。

不揮発メ モ リ に記録し て＊＊＊不揮発メ モ リ に記録し て＊＊＊ PROGRAM END  PROGRAM END ＊＊＊を表示し 、＊＊＊を表示し 、LEDLEDを消灯しを消灯し

て新し い設定内容での通信状態と なり ま す。て新し い設定内容での通信状態と なり ま す。

こ のと き不揮発メ モ リ の内容が更新さ れますので、こ のと き不揮発メ モ リ の内容が更新さ れますので、次回から の電源投入では設定次回から の電源投入では設定

内容での起動と なり ま す。内容での起動と なり ま す。

5)5) 編集を無効と し て終了するのは、編集を無効と し て終了するのは、 QUIT (Enter) QUIT (Enter) です。です。 　　
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３ －５ 　 設定項目３ －５ 　 設定項目

３ －５ －１ 　 共通項目３ －５ －１ 　 共通項目 ( (DLNET-UZDLNET-UZ、、 DLNET-MZADLNET-MZA))

1)1) 無線チャ ン ネル無線チャ ン ネル ((デフ ォ ルトデフ ォ ルト  CH=11) CH=11)

CH=nn(Enter)CH=nn(Enter)

無線送受信チャ ン ネルを無線送受信チャ ン ネルを nn (11nn (11 ～～26) 26) に し ま す。にし ま す。

同じ シス テムで使用する無線機は同じ同じ シス テムで使用する無線機は同じ CHCH設定と し ま す。設定と し ま す。

2)2) 無線送信出力無線送信出力 ((デフ ォ ルトデフ ォ ルト  PW=15) PW=15)

PW= nn (Enter)PW= nn (Enter)

無線送信出力を無線送信出力を nn (0nn (0 ～～15) 15) に し ま す。にし ま す。

3)3) 再送回数再送回数 ((デフ ォ ルトデフ ォ ルト  REP=05) REP=05)

REP=nn (Enter)REP=nn (Enter)

無線異常時の再送回数の上限を無線異常時の再送回数の上限を nn (1nn (1 ～～15) 15) に指定し ま す。に指定し ま す。

パケッ ト が宛先に届かない場合には、パケッ ト が宛先に届かない場合には、こ こ で設定さ れた回数の再送が行われます。こ こ で設定さ れた回数の再送が行われます。

こ の再送回数を超えても宛先に届かない場合にはこ の時のデータ は破棄さ れます。こ の再送回数を超えても宛先に届かない場合にはこ の時のデータ は破棄さ れます。

4)4) 自機自機IDID番号番号 ((デフ ォ ルトデフ ォ ルト  ID=000) ID=000)

ID=nnn (Enter)ID=nnn (Enter)

自機の自機の IDID 番号を番号を nnn (1nnn (1 ～～254) 254) に し ま す。にし ま す。

※※ デフ ォ ルト のデフ ォ ルト の ID=000ID=000は出荷時試験の為の特別なは出荷時試験の為の特別な IDIDです。です。必ず変更し て く だ さ い。必ず変更し て く だ さ い。

nn nn

0 -16.6 8 -1.0

1 -16.0 9 -0.5

2 -15.3 10 0.0

3 -14.8 11 0.4

4 -8.8 12 2.1

5 -8.1 13 2.8

6 -7.5 14 3.5

7 -6.9 15 3.6

DBm DBm

nn MHz nn MHz

11 2405 19 2445

12 2410 20 2450

13 2415 21 2455

14 2420 22 2460

15 2425 23 2465

16 2430 24 2470

17 2435 25 2475

18 2440 26 2480
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7)7) ヘ ッ ダ 付加ヘッ ダ 付加 ((デフ ォ ルトデフ ォ ルト  H=D) H=D)

H=E (Enter)H=E (Enter)

無線受信の発行元が変化し た場合、無線受信の発行元が変化し た場合、ヘッ ダ と し て発行元のヘッ ダ と し て発行元の IDID番号を番号を RS232CRS232Cに送に送

信し てから 無線受信データ を送信し ま す。信し てから 無線受信データ を送信し ま す。

フ ォ ーマ ッ ト は、フ ォ ーマ ッ ト は、 LINK#nnnLINK#nnn LFCR

LINK#LINK# はは COMCOM の設定文字列、の設定文字列、 nnnnnn は発行元は発行元 IDID 番号番号 (3 (3 桁数字桁数字))

H=D (Enter)H=D (Enter)

ヘ ッ ダ 無し と し ま す。ヘッ ダ 無し と し ま す。

8)8) コ マ ン ド 文字コ マ ン ド 文字 ((デフ ォ ルトデフ ォ ルト  COM=LINK#) COM=LINK#)

COM=aaaaaa (Enter)COM=aaaaaa (Enter)

コ マ ン ド 文字列をコ マ ン ド 文字列を aaaaaaaaaaaa と し ま す。と し ま す。

最大最大66文字ま でで英大文字小文字を識別し ます。文字までで英大文字小文字を識別し ます。

シリ ア ル受信が、シリ ア ル受信が、こ の文字列から の場合はコ マ ン ド と し てそ の指示の動作を行いこ の文字列から の場合はコ マ ン ド と し てそ の指示の動作を行い

ます。ま す。

COM=  (Enter) COM=  (Enter) でコ マ ン ド 無効と なり ま す。でコ マ ン ド 無効と なり ま す。

ご 注意ご 注意 DLNET-UZDLNET-UZではでは COMCOM無効にはし ないでく だ さ い。無効にはし ないでく だ さ い。設定変更が出来なく な設定変更が出来なく な

り ま す。り ま す。 　 端末と し ての　 端末と し ての DLNET-MZADLNET-MZAでコ マ ン ド を使用し ない場合にはでコ マ ン ド を使用し ない場合には

COMCOM無効でも良いのですが、無効でも良いのですが、後で設定変更を行う 際に手間がかかる こ と か後で設定変更を行う 際に手間がかかる こ と か

ら 、ら 、 支障が無い場合には有効の方が良いでし ょ う 。支障が無い場合には有効の方が良いでし ょ う 。

5)5) 電源投入時の送信宛先電源投入時の送信宛先IDID番号番号 ((デフ ォ ルトデフ ォ ルト  DEST=000) DEST=000)

DEST= nnn (Enter)DEST= nnn (Enter)

電源投入時の無線送信宛先電源投入時の無線送信宛先 IDID をを nnn (1nnn (1 ～～254) 254) に し ま す。にし ま す。

端末機の場合は、端末機の場合は、 通常は親機通常は親機 ( (ホス トホス ト ) ) のの IDID番号と し ま す。番号と し ま す。

起動後に、起動後に、親機親機 ( (ホス トホス ト ) ) では、では、コ マ ン ド で宛先を こ れ以外に変更する こ と が出来コ マ ン ド で宛先を こ れ以外に変更する こ と が出来

ます。ます。端末機の場合でも親機から のコ マ ン ド で一時的に親機宛に変更する こ と が端末機の場合でも親機から のコ マ ン ド で一時的に親機宛に変更する こ と が

出来ます。出来ます。

6)6) シ リ ア ルタ イ ムア ウ トシリ ア ルタ イ ムア ウ ト ((デフ ォ ルトデフ ォ ルト  TIM= 01 (5msec) ) TIM= 01 (5msec) )

TIM=n (Enter)TIM=n (Enter)

シリ ア ルから の受信シリ ア ルから の受信 ( (DLNET-UZDLNET-UZではデータ セッ トではデータ セッ ト ) ) がこ の時間途絶える と そ れがこ の時間途絶える と そ れ

ま でを無線送信パケ ッ ト と し ま す。ま でを無線送信パケ ッ ト と し ま す。

nn はは 00 ～～99 が設定可能です。が設定可能です。

n ﾀｲﾑｱｳﾄ時間 n ﾀｲﾑｱｳﾄ時間 n ﾀｲﾑｱｳﾄ時間

0 2msec 4 50msec 8 1sec
1 5msec 5 100msec 9 2sec

2 10msec 6 200msec － －
3 20msec 7 500msec － －
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9)9) 全ての設定値をデフ ォ ルト 値と する全ての設定値をデフ ォ ルト 値と する

DEFAULT (Enter)DEFAULT (Enter)

全ての設定値をデフ ォ ルト 値と し ま す。全ての設定値をデフ ォ ルト 値と し ま す。

10) 10) 設定値の再表示設定値の再表示

(Enter)(Enter)のみのみ

設定値を再表示し ます。設定値を再表示し ます。 確認に使用し て く だ さ い。確認に使用し て く だ さ い。

11) 11) 設定値を登録する設定値を登録する

SAVE (Enter)SAVE (Enter)

設定値を不揮発メ モ リ に登録し てから 通常モード と なり ま す。設定値を不揮発メ モ リ に登録し てから 通常モード と なり ま す。

12) 12) 登録し ないで設定モード を終了登録し ないで設定モード を終了

QUIT (Enter)QUIT (Enter)

設定モ ード を終了し 通常モード になり ま す。設定モード を終了し 通常モード になり ま す。

編集し た値は反映さ れません。編集し た値は反映さ れません。

３ －５ －２ 　３ －５ －２ 　 DLNET-MZADLNET-MZA の項目の項目

1)1) 動作モ ード動作モード ((デフ ォ ルトデフ ォ ルト  MODE=FULL) MODE=FULL)

MODE=FULL (Enter)MODE=FULL (Enter) 常に送受信可能のモ ード です。常に送受信可能のモ ード です。

MODE=HALF (Enter)MODE=HALF (Enter) RTSRTS//CTSCTS制御によ る省電モード です。制御によ る省電モード です。

MODE=LPOW (Enter)MODE=LPOW (Enter) 時間制御によ る省電モード です。時間制御によ る省電モード です。

[2-4[2-4　　 DLNET-MZADLNET-MZAの動作モ ードの動作モ ード ] ] を 参照し て く だ さ い。を参照し て く だ さ い。

2)2) シ リ ア ル通信速度シリ ア ル通信速度 ((デフ ォ ルトデフ ォ ルト  B= 19200) B= 19200)

B=4800 (Enter)B=4800 (Enter) 4800BPS4800BPS と し ま す。と し ま す。

B=9600 (Enter)B=9600 (Enter) 9600BPS9600BPS と し ま す。と し ま す。

B=19200 (Enter)B= 19200 (Enter) 19200BPS19200BPS と し ま す。と し ま す。

B=38400 (Enter)B= 38400 (Enter) 38400BPS38400BPS と し ま す。と し ま す。

3)3) シ リ ア ルデータ 長シリ ア ルデータ 長 ((デフ ォ ルトデフ ォ ルト  D=8) D=8)

D=8 (Enter)D=8 (Enter) データ ビ ッ ト 長データ ビ ッ ト 長8Bit8Bitと し ます。と し ます。 P=NP=N で使用し ま す。で使用し ま す。

D=7 (Enter)D=7 (Enter) データ ビ ッ ト 長データ ビ ッ ト 長7Bit7Bitと し ます。と し ます。P=EP=E、、P=OP=Oで使用し ます。で使用します。



2626

第３ 章　 条件の設定、変更方法第３ 章　 条件の設定、変更方法

３ －５ －３ 　３ －５ －３ 　 DLNET-MZADLNET-MZA省電モ ード での項目省電モ ード での項目

３ －５ －４ 　３ －５ －４ 　 DLNET-MZADLNET-MZA でのでの ADAD、、 IOIO の設定項目の設定項目

4)4) シ リ ア ルパリ テ ィ ビ ッ トシリ ア ルパリ テ ィ ビ ッ ト ((デフ ォ ルトデフ ォ ルト  P=N) P=N)

P=N (Enter)P=N (Enter) パリ テ ィ 無し と し ま す。パリ テ ィ 無し と し ま す。 D=8D=8 で使用し ま す。で使用し ま す。

P=E (Enter)P=E (Enter) パリ テ ィ 偶数パリ テ ィ 偶数(EVEN)(EVEN)と し ま す。と し ま す。 D=7D= 7 で使用し ま す。で使用し ま す。

P=O (Enter)P=O (Enter) パリ テ ィ 奇数パリ テ ィ 奇数(ODD)(ODD)と し ま す。と し ま す。 D=7D=7 で使用し ま す。で使用し ま す。

5)5) ADAD測定値送信の無効測定値送信の無効 ((デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 AD=0)AD=0)

AD=0 (Enter)AD=0 (Enter)

ADAD測定と 測定値送信を行いません。測定と 測定値送信を行いません。

ADAD測定を行う には測定を行う には AD=1AD=1～～AD=4AD=4の設定と なり ま す。の設定と なり ま す。

[3-5-4[3-5-4　　 DLNET-MZADLNET-MZAでのでの ADAD、、 IOIO の設定項目の設定項目] ] で解説し ま す。で解説し ま す。

1)1) LPOWLPOW モ ード での省電時間モード での省電時間 ((デフ ォ ルトデフ ォ ルト  SLP=0060) SLP=0060)

SLP= tttt (Enter)SLP= tttt (Enter)

省電時間を省電時間を 11 ～～10501050 秒で指定し ま す。秒で指定し ま す。

こ の項目は、こ の項目は、 MODE=LPOWMODE=LPOW の時に表示さ れます。の時に表示さ れます。

2)2) 省電モ ード での送受信有効時間省電モード での送受信有効時間 ((デフ ォ ルトデフ ォ ルト  WAIT=005) WAIT=005)

WAIT= ttt (Enter)WAIT= ttt (Enter)

省電状態の後の通常の無線送受信が可能な時間を省電状態の後の通常の無線送受信が可能な時間を 00 ～～255255 秒で指定し ま す。秒で指定し ま す。

HALFHALFの時のの時の 00 は常には常に CTSCTSレ ディ で送受信有効と なり ま す。レ ディ で送受信有効と なり ま す。

こ の項目は、こ の項目は、 MODE=LPOWMODE=LPOW、、 HALFHALFの時に表示さ れます。の時に表示さ れます。

DLNET-MZADLNET-MZAのの ADAD・・ IOIO 測定は、測定は、 MODE=FULLMODE=FULLある いはあるいは LPOWLPOW の設定で使用出来の設定で使用出来

ます。ま す。

測定と 測定値送信は、測定と 測定値送信は、 AD=1AD=1 ～～44 の設定で有効と なり ま す。の設定で有効と なり ま す。

1)1) MODE=FULLMODE=FULLでの測定周期での測定周期

SLP= tttt (Enter)SLP= tttt (Enter)

ttttttttはは 11 ～～1050 (1050 (単位は単位は 10msec) 10msec) です。です。

10msec10msec からから 1010 秒秒500msec500msec の範囲での測定／送信の間隔を指定出来ます。の範囲での測定／送信の間隔を指定出来ます。

こ の項目は、こ の項目は、 MODE=FULLMODE=FULLでで ADAD有効の時に表示さ れます。有効の時に表示さ れます。
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2)2) MODE=LPOWMODE=LPOW での測定周期での測定周期

SLP= tttt (Enter)SLP= tttt (Enter)

省電中の時間　省電中の時間　 11 ～～10501050 秒を指定し ま す。秒を指定し ま す。

WAIT=sss (Enter)WAIT=sss (Enter)

省電を終了し 無線通信が可能な時間　省電を終了し 無線通信が可能な時間　 11 ～～255255 秒を指定し ま す。秒を指定し ま す。

SLPSLP時間は省電中で、時間は省電中で、tttttttt時間経過後に測定／送信が行われ、時間経過後に測定／送信が行われ、無線送受信が可能と無線送受信が可能と

なり ま すがなり ま すが ssssss時間経過で再び省電中と なり ま す。時間経過で再び省電中と なり ま す。 tttttttt後に測定が繰り 返さ れま後に測定が繰り 返さ れま

す。す。 測定周期は、測定周期は、 tttttttt＋＋sss sss 秒です。秒です。

3)3) MODE=HALFMODE=HALFの場合の場合

*CTS*CTS入力がビ ジーから レ ディ に変化し た時に測定し 送信し ま す。入力がビ ジーから レ ディ に変化し た時に測定し 送信し ま す。

送信タ イ ミ ン グ を外部から 制御出来ます。送信タ イ ミ ン グ を外部から 制御出来ます。 WAITWAITは省電のは省電の HALFHALFと 同じ です。と 同じ です。

4)4) 送信フ ォ ーマ ッ ト送信フ ォ ーマ ッ ト

測定データ のフ ォ ーマ ッ ト は、測定データ のフ ォ ーマ ッ ト は、

　　 ：： AD1AD1値値 , AD2 , AD2値値 , AD3 , AD3値値 , AD4 , AD4値値 , AD5 , AD5値値 , AD6 , AD6値値 , AD7 , AD7値値 , AD8 , AD8値値；； IOIO値値 ( ( LFCR ))

コ ロ ンコ ロ ン  ( (：： ) ) から 始ま り 、から 始ま り 、 ADAD値はカ ン マ値はカ ン マ  ( , )  ( , ) で区切り 、で区切り 、 セミ コ ロ ンセミ コ ロ ン  ( (；； ) ) の次がの次が IOIO

値です。値です。

そ の後ろ に オ プ シ ョ ン で 、そ の後ろ に オ プ シ ョ ン で 、 キ ャ リ ッ ジ リ タ ー ンキ ャ リ ッ ジ リ タ ー ン  ( ( CR  x0D)  x0D) と ラ イ ン フ ィ ー ドと ラ イ ン フ ィ ー ド

 ( ( LF x0A)x0A)を 付加する こ と も出来ます。を付加する こ と も出来ます。

　 ▼　 ▼ 測定及び測定値送信を行わない測定及び測定値送信を行わない

AD=0 (Enter)AD=0 (Enter) 測定、測定、 送信を行いません。送信を行いません。

　 ▼　 ▼ ADAD値の表現方法値の表現方法

AD=n (Enter)AD=n (Enter) nn で下表ので下表の 44 種類の表現から 選択出来ます。種類の表現から 選択出来ます。

HexHex表現は表現は 33桁文字、桁文字、 1010進数は進数は 44桁文字で桁文字で 11データ 値データ 値

を示す。を示す。

※※ ADAD変換の精度は変換の精度は 10Bit10Bitです。です。

0.0Ｖ 0 200 0 -512

1 201 1 -511

・・ ・・ ・・ ・・

1FF 3FF 511 -1

1.4V 200 0 512 0

201 1 513 1

・・ ・・ ・・ ・・

3FE 1FE 1022 510

2.8V 3FF 1FF 1023 511

AD=3 (10進) AD=4 (符号10進)AD=1 (Hex) AD=2 (符号Hex)
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5)5) IOIO入出力の指定入出力の指定 ((デフ ォ ルトデフ ォ ルト  IO=0) IO=0)

IO=n (Enter)IO=n (Enter) nn で入出力ピ ン を指定し ま す。で入出力ピ ン を指定し ま す。

出力に指定し たピ ン の電源投入時の出力は出力に指定し たピ ン の電源投入時の出力は LowLow です。です。

出力指示は、出力指示は、 無線から無線から  # #OUThhOUThh LFCR の受信での受信で HexHex表記の表記の hhhh が出力さ れます。が出力さ れます。

((入力ピ ン への指示は意味を持ちません。入力ピ ン への指示は意味を持ちません。))

省電中も出力は保持さ れます。省電中も出力は保持さ れます。

　 ▼　 ▼ IOIO値の表現値の表現

IOIO値は値は HexHex表現で８表現で８ BitBitを 表し ま す。を表し ま す。

入力設定のピ ン は入力値を 　 出力設定のピ ン は出力状態を表し ま す。入力設定のピ ン は入力値を 　 出力設定のピ ン は出力状態を表し ま す。

入力入力HighHig h は１ 、は１ 、 LowLow はは 00

出力１ は出力１ は HighHig h を 出力、を出力、 ０ は０ は LowLow を出力を出力

　 ▼　 ▼ cr+ lfcr+ lfの付加の付加 ((デフ ォ ルトデフ ォ ルト  LF=D) LF=D)

LF=E (Enter)LF=E (Enter) cr+ lf cr+ lf を付加し ま す。を付加し ま す。

タ ーミ ナルへの表示は見やすく なり ま す。タ ーミ ナルへの表示は見やすく なり ま す。

LF=D (Enter)LF=D (Enter) cr+ lf cr+ lf は付き ま せんは付き ま せん

IO1 IO2 IO3 IO4 IO5 IO6 IO7 IO8

IO=0 IN IN IN IN IN IN IN IN

IO=1 OUT IN IN IN IN IN IN IN

IO=2 OUT OUT IN IN IN IN IN IN

IO=3 OUT OUT OUT IN IN IN IN IN

IO=4 OUT OUT OUT OUT IN IN IN IN

IO=5 OUT OUT OUT OUT OUT IN IN IN

IO=6 OUT OUT OUT OUT OUT OUT IN IN

IO=7 OUT OUT OUT OUT OUT OUT OUT IN

IO=8 OUT OUT OUT OUT OUT OUT OUT OUT
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３ －５ －５ 　３ －５ －５ 　 DLNET-MZADLNET-MZA での特殊な設定項目での特殊な設定項目

1)1) 起動時の親機検索指定起動時の親機検索指定 （ デフ ォ ルト 　（ デフ ォ ルト 　 S=000S= 000））

SS=  nnn (Enter)=  nnn (Enter)

S=000S=000 の場合は、の場合は、 起動時の親機検索が動作し ません。起動時の親機検索が動作し ません。

通常はこ の設定で使用し ます。通常はこ の設定で使用し ます。

こ の項目はこ の項目は MODE=FULLMODE=FULLの場合に表示さ れます。の場合に表示さ れます。

nnnnnnが１ ～が１ ～254254の場合は、の場合は、親機詮索が有効と なり 、親機詮索が有効と なり 、 nnnnnnで指定し たで指定し た IDIDを 検索の最を検索の最

大大 IDID 値と し て電源投入時に親機検索が動作し 、値と し て電源投入時に親機検索が動作し 、 自動で自動で CHCH、、 宛先を決定し ま す。宛先を決定し ま す。

検索時間は、検索時間は、 nnn= 254nnn= 254 では約では約1010 秒で小さ い程短い時間です。秒で小さ い程短い時間です。

MODE=HALFMODE=HALF及び及び LPOWLPOW ではこ の機能は使用出来ません。ではこ の機能は使用出来ません。

[2-6-3- [2-6-3- ②②] ] 検索後に最適の相手を交信先に自動設定する機能検索後に最適の相手を交信先に自動設定する機能] ] を 参照し て く だ さを参照し て く だ さ

い。い。

2)2) 拡張用の設定拡張用の設定 ((デフ ォ ルト 　デフ ォ ルト 　 R=D)R=D)

R=D (Enter)R=D (Enter)

通常はこ の設定で使用し ます。通常はこ の設定で使用し ます。
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  第４ 章第４ 章　 コ マ ン ド　 コ マ ン ド

４ －１ 　 接続装置４ －１ 　 接続装置 (PC (PC 等等) )  か ら の コ マ ン ドか ら の コ マ ン ド

複数局同士での交信での送信宛先の変更や各種機能を実行するためにコ マ ン ド があ複数局同士での交信での送信宛先の変更や各種機能を実行するためにコ マ ン ド があ

り ま す。り ま す。

シリ ア ルから の受信文字列シリ ア ルから の受信文字列 ( (DLNET-UZDLNET-UZ ではデータ セッ トではデータ セッ ト ) ) が、が、 設定項目設定項目COMCOM でで

設定し た文字列と 一致し た場合にコ マ ン ド と 認識し 、設定し た文字列と 一致し た場合にコ マ ン ド と 認識し 、 そ の動作を行います。そ の動作を行います。 こ のとこ のと

き コ マ ン ド はデータ と はなら ないので相手へ送信さ れる こ と はあり ま せん。き コ マ ン ド はデータ と はなら ないので相手へ送信さ れる こ と はあり ま せん。

フ ォ ーマ ッ ト は、フ ォ ーマ ッ ト は、 LINK#nXLINK#nX LFCR

文字は文字はASCIIASCIIコ ード 、コ ード 、  CR   はキャ リ ッ ジリ タ ーンはキャ リ ッ ジリ タ ーン x0Dx0D、、  LF   はラ イ ン フ ィ ードはラ イ ン フ ィ ード x0Ax0Aです。です。

LINK#LINK#は、は、COMCOMの設定内容です。の設定内容です。 ( (こ のマ ニ ュ ア ルではこ のマ ニ ュ ア ルでは LINK#LINK#で説明し ま す。で説明し ま す。COMCOM設設

定を変更し た場合は定を変更し た場合は LINK#LINK# を 置き換えてお読みく ださ い。を置き換えてお読みく ださ い。))

nnは相手のは相手の IDID番号指定で番号指定で 11～～255255。。  ( (省略さ れる コ マ ン ド あり 。省略さ れる コ マ ン ド あり 。))

XXはコ マ ン ド 指示文字で英大文字あるいは英小文字です。はコ マ ン ド 指示文字で英大文字あるいは英小文字です。 ( (宛先変更では省略さ れる。宛先変更では省略さ れる。))

1)1) 宛先変更宛先変更

こ のコ マ ン ド 以降のデータ はこ のコ マ ン ド 以降のデータ は nn で指定し た相手先に送信さ れます。で指定し た相手先に送信さ れます。

LINK#nLINK#n LFCR 指示文字は無し指示文字は無し

2)2) こ の装置の現在の設定内容や状態を読むこ の装置の現在の設定内容や状態を読む

LINK#MLINK#M LFCR MM は英大文字、は英大文字、 番号指定は無し番号指定は無し

            応答は、応答は、CH= cc, ID=mmm,DEST= nnn(kkk),FROM= jjjCH= cc, ID=mmm,DEST= nnn(kkk),FROM= jjj  LFCR

　　 cccc ：： 無線チャ ン ネル無線チャ ン ネル  (2 (2 桁数値桁数値))

　　 mmmmmm ：： 自機自機IDID 番号番号 (3 (3桁数値桁数値))

　　 nnnnnn ：： 設定での設定での DESTDEST値値 ( (宛先宛先ID) (3ID) (3 桁数値桁数値))

　　 kkkkkk ：： コ マ ン ド で変更さ れた現在の宛先コ マ ン ド で変更さ れた現在の宛先ID (3ID (3桁数値桁数値))

　　 j j jj j j ：： 直前に受信があっ た発行元の直前に受信があっ た発行元の ID (3ID (3 桁数値桁数値) ) 受信無し は受信無し は 000000



3131

第４ 章　 コ マ ン ド第４ 章　 コ マン ド

3)3) 交信可能な無線モデム交信可能な無線モデム  ( (DLNET-UZDLNET-UZ あるいはあるいは DLNET-MZADLNET-MZA) ) の存在を調べるの存在を調べる

CH11CH11 からから 2626 を 順にス キャ ン し て応答のあるを順にス キャ ン し て応答のある DLNET-UZDLNET-UZ あるいはあるいは DLNET-DLNET-

MZAMZAのの IDID 番号を リ ス ト 表示し ま す。番号を リ ス ト 表示し ま す。 表示完了まで表示完了まで 1010 秒程かかり ま す。秒程かかり ま す。

省電状態や省電状態やADAD送信で動作し ている装置がある場合には正し く 応答が無いこ と が送信で動作し ている装置がある場合には正し く 応答が無いこ と が

あり ま す。あり ま す。

LINK#LLINK#L LFCR LLは英大文字、は英大文字、 番号指定は無し番号指定は無し

応答は応答は

　　 CH11CH11

　　 CH12CH12

　　 ・・ ・・ ・・

　　 CH18  011,025CH18  011,025 CH18CH18 にはには ID11ID11 とと 2525 が存在するが存在する

　　 ・・ ・・ ・・

　　 CH26  005CH26  005 CH26CH26 にはには ID5ID5 が存在するが存在する

4)4) 交信可能な親機の存在を調べ存在し た場合は切替える交信可能な親機の存在を調べ存在し た場合は切替える

DLNET-MZADLNET-MZAのの MODE=FULLMODE=FULL でのみ実行出来る コ マ ン ド です。でのみ実行出来る コ マ ン ド です。

こ のコ マ ン ド はこ のコ マ ン ド は S=S=設定と 同じ 動作を行います。設定と 同じ 動作を行います。 ( (親検索と 自動切替え親検索と 自動切替え ))

[3-5-5 -1)[3-5-5 -1)　　 起動時の親機検索指定起動時の親機検索指定] ] を 参照し て く だ さ い。を参照し て く だ さ い。

LINK#nSLINK#nS LFCR 番号は検索最大番号は検索最大 IDID 番号、番号、 SSは英大文字は英大文字

55))　 無線　 無線CHCH を変更するを変更する

　 指示さ れた無線チャ ン ネルに変更し ま す。　 指示さ れた無線チャ ン ネルに変更し ま す。こ の後は新し いこ の後は新し い CHCHで動作し ま す。で動作し ま す。電源電源

を再投入し た場合はを再投入し た場合は CHCH で設定さ れた無線チャ ン ネルと なり ま す。で設定さ れた無線チャ ン ネルと なり ま す。

LINK#cCLINK#cC LFCR cc は無線チャ ン ネル番号は無線チャ ン ネル番号  (11 2̃6)(11 2̃6)、、 CC は英大文字は英大文字

CHCH 番号のみは、番号のみは、 こ のこ の CHCH には存在し ないこ と を意味するには存在し ないこ と を意味する
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6)6) 相手送信先の一時固定と 解除相手送信先の一時固定と 解除

通信相手から の送信先を一時的に自機に向けるコ マ ン ド と そ れを解除するコ マ ン通信相手から の送信先を一時的に自機に向けるコ マ ン ド と そ れを解除するコ マ ン

ド です。ド です。

指定相手から の応答データ を待つよ う な場合に使用出来ます。指定相手から の応答データ を待つよ う な場合に使用出来ます。

こ のコ マ ン ド では、こ のコ マ ン ド では、 自機から の宛先も ｎ で指定し た先になり ま す。自機から の宛先も ｎ で指定し た先になり ま す。

LINK#nKLINK#nK LFCR KK は英大文字は英大文字

こ のコ マ ン ド 後はｎ から の送信データ はこ のコ マ ン ド を発行し たこ のコ マ ン ド 後はｎ から の送信データ はこ のコ マ ン ド を発行し た IDID向けと なる 。向けと なる 。

解除コ マン ド あるいは送受信データ が無い状態が解除コ マン ド あるいは送受信データ が無い状態が55秒間経過までその状態が続く 。秒間経過までその状態が続く 。

LINK#nkLINK#nk LFCR ｋ は英小文字ｋ は英小文字

KK コ マ ン ド での固定を解除し 、コ マ ン ド での固定を解除し 、相手機器の送信先は相手機器の送信先は DESTDESTに設定さ れた宛先に戻に設定さ れた宛先に戻

る 。る 。

【 こ のコ マ ン ド の用途】【 こ のコ マ ン ド の用途】

相手機相手機 ( (DLNET-MZADLNET-MZA) ) のの DESTDEST設定がど のよ う になっ ていても こ れを発行し た設定がど のよ う になっ ていても こ れを発行し た

親機に返答のデータ を送る よ う に出来ます。親機に返答のデータ を送る よ う に出来ます。

7)7) 通信状態テス ト通信状態テス ト

指定し た指定し た IDID と 交信可能かを判定し 、と 交信可能かを判定し 、 そ の結果を返し ま す。そ の結果を返し ま す。

LINK#nTLINK#nT LFCR 　　   ある いは　ある いは　   LINK#ntLINK#nt LFCR

交信交信OKOK の場合の応答は、の場合の応答は、 TEST OK nnn -xx dBmTEST OK nnn -xx dBm LFCR

交信交信NGNG の場合の応答は、の場合の応答は、 TEST NG nnnTEST NG nnn LFCR

nnnnnn は相手は相手 IDID 番号、番号、 -xx-xx はは dBmdBm 値値 ( (厳密な測定値ではなく 参考値厳密な測定値ではなく 参考値))

指示文字が指示文字が T (T (英大文字英大文字) ) で は約では約 11 秒間隔、秒間隔、 指示文字が ｔ指示文字が ｔ  ( (英小文字英小文字) ) で は約では約

250msec250msec 間隔で実施し 、間隔で実施し 、 何ら かのコ マ ン ド を発行する こ と で停止し ま す。何ら かのコ マ ン ド を発行する こ と で停止し ま す。

交信テス ト の宛先が省電状態や交信テス ト の宛先が省電状態やADAD送信に設定の場合には正し く 応答が無いこ と送信に設定の場合には正し く 応答が無いこ と

があり ま す。があり ま す。
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8)8) 通信効率測定通信効率測定

指定し た指定し た IDID と の交信率を測定し 、と の交信率を測定し 、 そ の結果を返し ま す。そ の結果を返し ま す。

LINK#nALINK#nA LFCR 　 ある いは　　 ある いは　   LINK#naLINK#na LFCR

　　

応答は、応答は、 mmm-nnn aaa%  -xxdBmmmm-nnn aaa%  -xxdBm LFCR

mmmmmm は自機は自機IDID 番号、番号、 nnnnnn は相手は相手IDID 番号番号

aaaaaa は交信成功の率％、は交信成功の率％、 -xx-xx はは dBmdBm 値値 ( (厳密な測定値ではなく 参考値厳密な測定値ではなく 参考値))

結果が出るま で結果が出るま で 1212 秒程かかり ま す。秒程かかり ま す。

指示文字が指示文字が A (A (英大文字英大文字) ) では１ 回の測定で終了し 、では１ 回の測定で終了し 、指示文字が指示文字が a (a (英小文字英小文字) ) ではでは

測定を繰り 返し 、測定を繰り 返し 、 何ら かのコ マ ン ド を発行する こ と で停止し ま す。何ら かのコ マ ン ド を発行する こ と で停止し ま す。

交信テス ト の宛先が省電状態や交信テス ト の宛先が省電状態やADAD送信に設定の場合には正し く 応答が無いこ と送信に設定の場合には正し く 応答が無いこ と

があり ま す。があり ま す。ま た 、ま た 、他の無線モデム同士で交信中も交信率が正し く 計測さ れない他の無線モデム同士で交信中も交信率が正し く 計測さ れない

こ と があり ま す。こ と があり ま す。

9)9) 無線環境の測定無線環境の測定

各チャ ン ネルの受信状況を測定し 、各チャ ン ネルの受信状況を測定し 、 そ の結果を返し ま す。そ の結果を返し ま す。

他のシス テムで使用さ れている他のシス テムで使用さ れている CHCHやノ イ ズを検出出来ますが、やノ イ ズを検出出来ますが、こ のコ マ ン ド をこ のコ マ ン ド を

実行し ている と きに他のシステムから の無線出力が無い場合には測定結果が出な実行し ている と きに他のシステムから の無線出力が無い場合には測定結果が出な

いこ と があり ま す。いこ と があり ま す。

表示は表示は -80dBm-80dBm 以上です。以上です。 -70dBm-70dBm 台は弱いノ イ ズ表示の場合があり ま す。台は弱いノ イ ズ表示の場合があり ま す。

LINK#ELINK#E LFCR EE は英大文字、は英大文字、 番号指定は無し番号指定は無し

Energ y DetectEnerg y Detectを 表示後を表示後　　 ・・ ・・ ・・を表示し 、を表示し 、 約約3030秒後に各チャ ン ネルの状態を表秒後に各チャ ン ネルの状態を表

示し ま す。示し ま す。

CH11CH11　 －－　 －－ こ のこ の CHCH は受信なしは受信なし

CH12CH12　 －－　 －－ こ のこ の CHCH は受信なしは受信なし

CH13  -xxdBmCH13  -xxdBm こ のこ の CHCH には受信があっ た 　には受信があっ た 　 dBmdBm値は参考値値は参考値

・・ ・・ ・・

CH26CH26　 －－　 －－ こ のこ の CHCH は受信なしは受信なし
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４ －２ 　４ －２ 　 ADAD で ので の I OI O 出力／測定制御の コ マ ン ド出力／測定制御の コ マ ン ド

10)10)条件設定モード条件設定モード   (Prog ram Mode) (Prog ram Mode) に入るに入る

設定変更を行う モ ード に入り ま す。設定変更を行う モ ード に入り ま す。 設定モード については設定モード については [ [第第33章　 条件設定変章　 条件設定変

更方法更方法] ] 参照。参照。

LINK#PLINK#P LFCR PPは英大文字、は英大文字、 番号指定は無し番号指定は無し

条件設定を し たいのに条件設定を し たいのに LINK#PLINK#Pコ マ ン ド が効かない場合はコ マ ン ド が効かない場合は [3 [3-3 -2)-3 -2)　　 DLNET-MZADLNET-MZA

での強制的な設定モード への入り 方での強制的な設定モード への入り 方] ] を 参照し て く だ さ い。を参照し て く だ さ い。

DLNET-MZADLNET-MZAがが ADAD測定を行う 状態の場合は測定を行う 状態の場合は ADAD測定を行う 端末に対する制御コ マ測定を行う 端末に対する制御コ マ

ン ド があり ま す。ン ド があり ま す。

こ のコ マ ン ド は、こ のコ マ ン ド は、 無線データ と し て端末機に送信さ れ、無線データ と し て端末機に送信さ れ、端末機はそ の指示によ り 制端末機はそ の指示によ り 制

御さ れます。御さ れま す。

ホス ト 装置はこ れら のコ マ ン ド を データ と し て親機から 送信する こ と で端末機を制ホス ト 装置はこ れら のコ マ ン ド を データ と し て親機から 送信する こ と で端末機を制

御出来ます。御出来ます。

但し 、但し 、 端末機が省電状態で無線受信が出来ない時には制御出来ないので、端末機が省電状態で無線受信が出来ない時には制御出来ないので、必ず端末必ず端末

機が無線受信可能な機が無線受信可能な ( (FULLFULLある いはあるいはWAITWAIT時間中時間中) ) に指示が届く よ う なタ イ ミ ン グでに指示が届く よ う なタ イ ミ ン グで

送信する必要があり ま す。送信する必要があり ま す。

1)1) IOIO出力の変更出力の変更

無線から 　無線から 　 ＃＃OUThh OUThh LFCR   の受信での受信で HexHex 表記の表記の hhhh が出力さ れます。が出力さ れます。

((入力ピ ン への指示は意味を持ちません入力ピ ン への指示は意味を持ちません ))

hhhh はは 00 ～～99、、 AA～～F (F (英大文字英大文字) ) のの HexHex表現です。表現です。 OUTOUTも英大文字です。も英大文字です。

2)2) 測定値送信の一時停止と 再開測定値送信の一時停止と 再開

＃＃PAUSE PAUSE LFCR   の受信で測定値送信を停止し ま す。の受信で測定値送信を停止し ま す。

＃＃START START LFCR   の受信で測定値送信を再開し ま す。の受信で測定値送信を再開し ま す。

※※ DLNET-MZADLNET-MZAの電源投入直後から は設定の間隔で測定値送信が行われます。の電源投入直後から は設定の間隔で測定値送信が行われます。
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  第５ 章第５ 章　 ド ラ イ バイ ン ス ト ール 、　 ド ラ イ バイ ン ス ト ール 、 ア ン イ ン ス ト ールア ン イ ン ス ト ール

５ －２ 　 イ ン ス ト ー ル 方法５ －２ 　 イ ン ス ト ー ル 方法

1)1) 添付の添付の  [ [ド ラ イ バソ フ ト イ ン ス ト ールド ラ イ バソ フ ト イ ン ス ト ール CD ] CD ] をを DOSDOS//VV互換機互換機PCPCのの CDCD--RR読み取読み取

りり 可能ド ラ イ ブ にセッ ト し ま す。可能ド ラ イ ブ にセッ ト し ま す。

2)2) DLNET-UZDLNET-UZ をを PCPC のの USBUSB ポート に挿入し ま す。ポート に挿入し ま す。

DLNET-UZDLNET-UZが正し く 認識さ れる と 、が正し く 認識さ れる と 、 以下の様な画面が表示さ れま すので以下の様な画面が表示さ れま すので  [ [次へ次へ

(N) ] (N) ] ボタ ン を押し て下さ い。ボタ ン を押し て下さ い。

５ －１ 　 対応機器及び５ －１ 　 対応機器及び O SO S

USB1.1USB1.1、、 ま たは、ま たは、 USB2.0USB2.0 ポート を備えたポート を備えた Windows2000,W indowsXPWindows2000,W indowsXP搭載の搭載の DOSDOS//VV

互換機に対応し ていま す。互換機に対応し ていま す。

WindowsXPW indowsXPの場合の場合
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3)3) 以下の画面が表示さ れます。以下の画面が表示さ れます。

ご 注意ご 注意 WindowsWindows ロ ゴ テ ス ト の警告画面が出ますが、ロ ゴ テ ス ト の警告画面が出ますが、 こ れはこ れは [[イ ン ス ト ールする とイ ン ス ト ールする と

障害が発生する障害が発生する ] ] と いう 事ではあり ま せん。と いう 事ではあり ま せん。

◆◆ WindowsXPWindowsXPの場合は、の場合は、 [ [続行続行 (C)]  (C)] ボタ ン を押し て下さ い。ボタ ン を押し て下さ い。

Windows2000W indows2000 の場合の場合
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◆◆ Windows2000Windows2000 の場合はの場合は [ [次へ次へ  (N) ]  (N) ] ボタ ン を押し て、ボタ ン を押し て、 イ ン ス ト ールを進めて く だイ ン ス ト ールを進めて く だ

さ い。さ い。

↓↓ [ [次へ次へ (N)](N)]

↓↓ [ [次へ次へ (N)](N)]
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4)4) フ ァ イ ル転送が終了する と 以下の画面が表示さ れ、フ ァ イ ル転送が終了する と 以下の画面が表示さ れ、イ ン ス ト ールの終了通知と なイ ン ス ト ールの終了通知と な

り ま すので、り ま すので、 [ [完了完了] ] ボタ ン を押し てイ ン ス ト ールを終了し ま す。ボタ ン を押し てイ ン ス ト ールを終了し ま す。

こ れで、こ れで、USBUSBデバイ ス ド ラ バ／仮想デバイ ス ド ラ バ／仮想COMCOMポート ド ラ イ バがイ ン ス ト ール完了とポート ド ラ イ バがイ ン ス ト ール完了と

なり ま す。なり ま す。

◆◆ WindowsXPW indowsXPの場合の場合

↓↓
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◆◆ Windows2000W indows2000 の場合の場合

5)5) ド ラ イ バが正し く イ ン ス ト ールさ れド ラ イ バが正し く イ ン ス ト ールさ れ DLNET-UZDLNET-UZが正し く 認識さ れる とが正し く 認識さ れる と  [ [デバイデバイ

ス マ ネージャス マ ネージャ ] ] よ り 仮想よ り 仮想COMCOM ポート 番号の割り 当てが確認出来ます。ポート 番号の割り 当てが確認出来ます。

※※ 上図の上図の PCPCでは、では、 COM1,COM2COM1,COM2が物理的に存在しが物理的に存在し COM9COM9に仮想に仮想COMCOM ポート が割ポート が割

り 当てら れていま す。り 当てら れていま す。

こ の例では、こ の例では、PCPC上の上の RS232CRS232Cア プ リ ケーショ ン プ ロ グ ラ ムの使用ア プ リ ケーショ ン プ ロ グ ラ ムの使用COMCOMポート 番ポート 番

号を号を COM9COM9 と すれば、と すれば、 DLNET-UZDLNET-UZ と 通信が可能と なり ま す。と 通信が可能と なり ま す。
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3)3) 削除が完了する と 以下の画面が表示さ れます。削除が完了する と 以下の画面が表示さ れます。

[OK] [OK] ボタ ン を押すと ア ン イ ン ス ト ールの完了です。ボタ ン を押すと ア ン イ ン ス ト ールの完了です。 PCPC を必ず再起動し ます。を必ず再起動し ます。

５ －３ 　 ア ン イ ン ス ト ー ル 方法５ －３ 　 ア ン イ ン ス ト ー ル 方法

1)1) DLNET-UZDLNET-UZ ド ラ イ バイ ン ス ト ールド ラ イ バイ ン ス ト ール CDCD をを PCPC のの CDCD--RR 読み取り 可能ド ラ イ ブ に読み取り 可能ド ラ イ ブ に

セッ ト し ま す。セッ ト し ま す。

2)2) CDCD内の内の  [DLNET [DLNET--Uninstall.exe] Uninstall.exe] を ダ ブ ルク リ ッ ク し て実行し ま す。を ダ ブ ルク リ ッ ク し て実行し ま す。

以下の画面と なり ま すので、以下の画面と なり ま すので、 [ [はいはい  (Y) ]  (Y) ] ボタ ン を ク リ ッ ク し ま す。ボタ ン を ク リ ッ ク し ま す。

※※ ア ン イ ン ス ト ールを行う と 、ア ン イ ン ス ト ールを行う と 、PCPCのの COMCOMポート を介し てポート を介し て DLNET-UZDLNET-UZと 通信を行と 通信を行

う 事は出来ません。う 事は出来ません。 再イ ン ス ト ールが必要になり ま す。再イ ン ス ト ールが必要になり ま す。
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  第６ 章第６ 章　 ハード 仕様　 ハード 仕様

６ －１ 　 使用環境、６ －１ 　 使用環境、 消費電流消費電流

◆◆ 使用環境使用環境 ( (DLNET-UZDLNET-UZ，， DLNET-MZADLNET-MZA，， DLNET-RZDLNET-RZ共通共通))

温度温度 00～～5050℃℃

湿度湿度 3030 ～～8080％％ ( (但し 結露なき こ と但し 結露なき こ と ))

◆◆ 入力電圧範囲入力電圧範囲

DLNET-UZDLNET-UZ DC5V (USBDC5V (USBコ ネク タ よ り 供給コ ネク タ よ り 供給))

DLNET-MZADLNET-MZA DC2.8DC2.8 ～５～５ VV

DLNET-MZADLNET-MZA＋＋DLNET-RZDLNET-RZ DC4.75DC4.75 ～～5.25V (AC5.25V (AC ア ダ プ タ よ り 供給ア ダ プ タ よ り 供給))

◆◆ 消費電流消費電流

DLNET-UZDLNET-UZ 80mA/5V 80mA/5V ((受信待機時、受信待機時、USBUSBコ ネク タ より 供給コネク タ より 供給))

DLNET-MZADLNET-MZA 受信待機時受信待機時 6060 ｍｍ A/3VA/3V

LPOWLPOW 時時 1.31.3 ｍｍ A/3VA/3V

HALFHALF時時 8.88.8 ｍｍ A/3VA/3V

DLNET-MZADLNET-MZA＋＋DLNET-RZDLNET-RZ 53mA/5V (53mA/5V (受信待機時受信待機時))

※※ 消費電流は単体での値です。消費電流は単体での値です。 II//OO出力など は含まれており ま せん。出力など は含まれており ま せん。

◆◆ ACAC ア ダ プ タア ダ プ タ  ( (DLNET-RZDLNET-RZ　 付属品　 付属品))

モ デルモ デル TAS2600TAS2600

メ ーカ ーメ ーカ ー KAGAKAGA　　 COMPONENTSCOMPONENTS

サイ ズサイ ズ 横横：： 48mm48mm　 高さ　 高さ ：： 25.4mm25.4mm　 奥行　 奥行：： 54mm54mm

ケーブ ル長ケーブ ル長 約約1950mm1950mm

重量重量 約約8585 ±±10g  (10g  (ケ ーブ ルを含むケーブ ルを含む ))

動作条件動作条件 温度温度 00～～+40+40℃℃

湿度湿度 2020 ～～80% RH (80% RH (但し 結露なき こ と但し 結露なき こ と ))

保存条件保存条件 温度温度 －－4040 ～～7070℃℃

湿度湿度 2020 ～～8080％％RH (RH (但し 結露なき こ と但し 結露なき こ と ))

定　 格定　 格 入力入力：： AC100AC100 ～～120V120V　　 50/60Hz50/60Hz

出力出力：： DC5VDC5V　　 1.6A1.6A

出力プ ラ グ 　 　 　出力プ ラ グ 　 　 　       EIAJ      EIAJ　　 Type2Type2　 セン タ ー　 セン タ ー ++

安全規格安全規格 PSEPSE

EMIEMI規格規格 FCC CLASS B FCC CLASS B //VCCI CLASS BVCCI CLASS B

※※ 11 ACACア ダ プ タ を ご使用の場合、ア ダ プ タ を ご使用の場合、動作条件及び保存条件は本体と動作条件及び保存条件は本体と ACACア ダ プ タア ダ プ タ

の低い方の値と なり ま す。の低い方の値と なり ま す。
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６ －２ 　 イ ン タ ー フ ェ イ ス 仕様６ －２ 　 イ ン タ ー フ ェ イ ス 仕様

◆◆ DLNET-UZDLNET-UZ

USBUSB シリ ーズシリ ーズ AAコ ネク タコ ネク タ

LEDLED 初期化完了初期化完了 ：： 緑点灯緑点灯

擬似擬似COMCOM ポートポート OPENOPEN時時：： 緑点滅緑点滅

プ ロ グ ラ ムモ ード 時プ ロ グ ラ ムモ ード 時 ：： 赤点灯赤点灯

◆◆ DLNET-MZADLNET-MZA

シリ ア ルシリ ア ル TTL (2.8V)TTL (2.8V)

ア ナロ グ入力ア ナロ グ入力 88点　点　 00～～2.8V2.8V　　 10Bit10Bit精度の精度の ADAD変換変換

IOIO 88 点　点　 00、、 2.8V2.8V　 入力あるいは出力に設定可能　 入力あるいは出力に設定可能

◆◆ DLNET-RZDLNET-RZ

シリ ア ルシリ ア ル RS232CRS232C　　 Dsub9PinDsub9Pin オ スオ ス

LEDLED 無線送受信時瞬時点灯、無線送受信時瞬時点灯、 プ ロ グ ラ ムモ ード 時点灯プ ロ グ ラ ムモ ード 時点灯

◆◆ シリ ア ルシリ ア ル  ( (DLNET-MZADLNET-MZA、、 DLNET-RZDLNET-RZ))

無手順調歩同期式無手順調歩同期式

48004800、、 96009600、、 1920019200、、 38400BPS38400BPS

データ 長データ 長8Bit8Bitパリ テ ィ 無し 、パリ テ ィ 無し 、 データ 長データ 長7Bit  Even7Bit  Even ある いはあるいは OddOdd

通信制御　通信制御　 CTSCTS//RTSRTSによ る フ ロ ー制御によ る フ ロ ー制御

送信バッ フ ァ送信バッ フ ァ 1.5Kbyte1.5Kbyte　 受信バッ フ ァ　 受信バッ フ ァ 1.5Kbyte1.5Kbyte

◆◆ 無線部仕様無線部仕様 ( (DLNET-UZDLNET-UZ、、 DLNET-MZADLNET-MZA共通共通))

規格規格 IEEE802.15.4IEEE802.15.4 物理層物理層

周波数周波数 24052405 ～～2480MHz (16CH2480MHz (16CH 設定可能設定可能))

拡散方式拡散方式 直接拡散方式直接拡散方式

無線通信速度無線通信速度 250kbps(max)250kbps(max)

送信電力送信電力 1mW(max)1mW(max)

空中線空中線 チッ プ ア ン テ ナチ ッ プ ア ン テ ナ

プ ロ ト コ ルプ ロ ト コ ル 独自独自
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６ －３ 　 形状、６ －３ 　 形状、 重量重量

【【 DLNET-UZDLNET-UZ】】

◆◆ 寸法／重量寸法／重量 幅幅23mm23mm，， 高さ高さ 11.5mm11.5mm，， 奥行奥行61.5mm61.5mm

重量約重量約1212 ｇｇ  ( (寸法／重量はコ ネク タ カ バー含む寸法／重量はコ ネク タ カ バー含む ))

◆◆ 外観図外観図 61.5±0.5

2
3
.0
±
0
.5

11.5±0.5

60.0±0.5

1
2
.0
±
0
.1

47.0±0.5

4
.5
0
±
0
.1
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【【 DLNET-RZDLNET-RZ】】

◆◆ 寸法／重量寸法／重量 幅幅49mm49mm，， 奥行奥行78mm78mm，， 重量約重量約2525 ｇｇ

◆◆ 外観図外観図

4
9
.0
0

70.00

78.00

【【 DLNET-MZADLNET-MZA】】

◆◆ 寸法／重量寸法／重量 幅幅38mm38mm，， 奥行奥行40mm40mm，， 重量約重量約55 ｇｇ

◆◆ 外観図外観図

40.00

3
8
.0
0
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６ －４ 　 コ ネ ク タ 仕様６ －４ 　 コ ネ ク タ 仕様

◆◆ DLNET-UZDLNET-UZ USBUSBコ ネク タコ ネク タ  ( (シ リ ーズシリ ーズ A)A)

　　 東莞楊明東莞楊明 USB AM 180 SMTUSB AM 180 SMT

◆◆ DLNET-MZADLNET-MZA シリ ア ルコ ネク タシリ ア ルコ ネク タ

松下電工松下電工  (NAiS)(NAiS)ロ ウ プ ロ フ ァ イ ルタ イ プ ヘッ ダ 　ロ ウ プ ロ フ ァ イ ルタ イ プ ヘッ ダ 　 AXL214801AXL214801

((勘合する ソ ケ ッ ト は　 松下電工勘合するソ ケ ッ ト は　 松下電工 ( (NAiS) BBNAiS) BBソ ケ ッ トソ ケ ッ ト   AXB114001 )AXB114001 )

TXDTXD、、 RXDRXD は、は、 ス ペースでスペースで LowLow、、 マ ーク でマ ーク で HiHi と なり ま す。と なり ま す。

*RTS*RTS、、 *CTS*CTSは、は、 レ ディ でレ ディ で LowLow、、 ビ ジーでビ ジーで HiHi と なり ま す。と なり ま す。

ご 注意ご 注意 DLNET-MZADLNET-MZAでア ナロ グでア ナロ グ・・ IOIOコ ネク タ と 同時に接続する時は、コ ネク タ と 同時に接続する時は、供給電源は供給電源は

ど ち ら か一方のコ ネク タ から と し て く だ さ い。ど ち ら か一方のコ ネク タ から と し て く だ さ い。

DLNET-RZDLNET-RZを使用さ れる場合にはシリ ア ルコ ネク タ をを使用さ れる場合にはシリ ア ルコ ネク タ を DLNET-RZDLNET-RZ冶具コ冶具コ

ネ ク タ に 挿入し 、ネ ク タ に 挿入し 、 ア ナ ロ グア ナ ロ グ IOIO コ ネ ク タ と の 接続は外し て 供給電源はコ ネ ク タ と の 接続は外し て 供給電源は

DLNET-RZDLNET-RZ から のみと し て く だ さ い。から のみと し て く だ さ い。

*CTS*CTSビ ジー状態での電源投入ではビ ジー状態での電源投入では*CTS*CTS状態のチ ェ ッ ク を行う ために状態のチ ェ ッ ク を行う ために 66秒後秒後

に起動し ます。に起動し ま す。  ((レ ディ では直ちに起動レディ では直ちに起動))

ピ ン番号 信号名 方向 電圧範囲 説明

1 BK-MS 入力 通常オープ ン と する

2 RXD 入力 0－3.3V シリ ア ルから の受信データ

3 *RESET 入力 0－3.3V 外部から のリ セッ ト

4 *CTS 入力 0－3.3V 送信可

5 LED11 出力 0－3.3V LED点消灯

6 TXD 出力 0－3.3V シリ ア ルへの送信データ

7,9 VCCD-30 出力 3.0V DL-MZで作ら れる動作電圧

8 *RTS 出力 0－3.3V 送信要求

10,12 VCC-BT 入力 DC2.8V～5V 供給電源

11,13,14 GND － 共通グラ ン ド
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◆◆ DLNET-MZADLNET-MZA ア ナロ グア ナロ グ IOIO コ ネク タコ ネク タ

ヒ ロ セヒ ロ セ ラ イ ト ア ン グルピ ン ヘッ ダ ーラ イ ト ア ン グルピ ン ヘッ ダ ー DF14-20P-1.25HDF14-20P-1.25H

((勘合する ソ ケ ッ ト は、勘合する ソ ケ ッ ト は、 ヒ ロ セ　 圧着ソ ケ ッ ト 　ヒ ロ セ　 圧着ソ ケ ッ ト 　 DF14-20S-1.25C )DF14-20S-1.25C )

※※ IOIO入力入力 HiHi 1.961.96 ～～2.8V2.8V LowLow　　 00 ～～0.84V0.84V

IOIO出力出力 HiHi 2.32.3 ～～2.8V2.8V LowLow　　 00 ～～0.5V0.5V 駆動電流最大駆動電流最大2mA2mA//ピ ンピ ン

ご 注意ご 注意 DLNET-MZADLNET-MZAシリ ア ルコ ネク タ と 同時に接続する時は、シリ ア ルコ ネク タ と 同時に接続する時は、供給電源はど ち ら供給電源はど ち ら

か一方のコ ネク タ から と し て く だ さ い。か一方のコ ネク タ から と し て く だ さ い。

ピ ン番号 信号名 方向 電圧範囲 説明

1 AD1 入力 0～2.8V ア ナロ グ入力1

2 AD2 入力 0～2.8V ア ナロ グ入力2

3 AD3 入力 0～2.8V ア ナロ グ入力3

4 AD4 入力 0～2.8V ア ナロ グ入力4

5 AD5 入力 0～2.8V ア ナロ グ入力5

6 AD6 入力 0～2.8V ア ナロ グ入力6

7 AD7 入力 0～2.8V ア ナロ グ入力7

8 AD8 入力 0～2.8V ア ナロ グ入力8

9 IO1 入出力 ※ IO入力あるいはIO出力1 
10 IO2 入出力 ※ IO入力あるいはIO出力2

11 IO3 入出力 ※ IO入力あるいはIO出力3

12 IO4 入出力 ※ IO入力あるいはIO出力4

13 IO5 入出力 ※ IO入力あるいはIO出力5

14 IO6 入出力 ※ IO入力あるいはIO出力6

15 IO7 入出力 ※ IO入力あるいはIO出力7

16 IO8 入出力 ※ IO入力あるいはIO出力8

17,18 VCC-BT 入力 DC2.8V～5V供給電源

19,20 GND － 共通グラ ン ド
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◆◆ DLNET-RZDLNET-RZ 電源コ ネク タ電源コ ネク タ

添付品の添付品の ACAC ア ダ プ タ からア ダ プ タ から DC5VDC5Vを供給し ま す。を供給し ま す。

◆◆ DLNET-RZDLNET-RZ 冶具コ ネク タ冶具コ ネク タ

松下電工松下電工 ( (NAiS)NAiS)　　 BBBBソ ケ ッ ト 　ソ ケ ッ ト 　 AXB114001AXB114001

DLNET-MZADLNET-MZAシリ ア ルコ ネク タ を挿入し て使用し ま す。シリ ア ルコ ネク タ を挿入し て使用し ま す。

◆◆ DLNET-RZDLNET-RZ RS232CRS232C コ ネク タコ ネク タ

Dsub9Dsub9 オ ス コ ネク タ 　オ ス コ ネク タ 　 RS232C DTERS232C DTE配列　 イ ン チネジ配列　 イ ン チネジ

ピ ン番号 信号名 方向 説明

1 － － 未接続

2 RXD 入力 RS232C機器から の受信データ

3 TXD 出力 RS232C機器への送信データ

4 DTR － 6ピ ン に内部で接続 (DSR折り 返し )

5 GND － シグナルグ ラ ン ド

6 DSR － 4ピ ン に内部で接続

7 RTS 出力 送信要求

8 CTS 入力 送信可

9 － － 未接続



4848

DLNETDLNETシリ ースシリ ース 　　 取り 扱い説明書　取り 扱い説明書　 20092009年年77月　 第月　 第66版版

製造、発売元　 データ リ ン ク 株式会社製造、発売元　 データ リ ン ク 株式会社

〒〒359-1118359-1118　 埼玉県所沢市けやき台　 埼玉県所沢市けやき台2-32-52-32-5

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791

11 当社製品は、当社製品は、当社規定の社内評価を経て出荷さ れており ま すが、当社規定の社内評価を経て出荷さ れており ま すが、保証期間内に万一保証期間内に万一

故障し た場合、故障し た場合、 無償にて修理さ せていただき ま す。無償にて修理さ せていただき ま す。 お買い求めいただいた製品は、お買い求めいただいた製品は、

受領後直ちに梱包を開け、受領後直ちに梱包を開け、 検収をお願い致し ま す。検収をお願い致し ま す。

データ リ ン ク 製品の保証期間は、データ リ ン ク 製品の保証期間は、 当社発送日よ り １ カ 年です。当社発送日よ り １ カ 年です。
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22 本製品の故障、本製品の故障、ま たはそ の使用によ っ て生じ た直接、ま たはそ の使用によ っ て生じ た直接、間接の障害について、間接の障害について、当社は当社は
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33 次のよ う な場合には、次のよ う な場合には、 保証期間内でも有償修理になり ま す。保証期間内でも有償修理になり ま す。

(1)(1) お買い上げ後の輸送、お買い上げ後の輸送、 移動時の落下、移動時の落下、 衝撃等で生じ た故障および損傷。衝撃等で生じ た故障および損傷。

(2)(2) ご使用上の誤り 、ご使用上の誤り 、 ある いは改造、あるいは改造、 修理によ る故障および損傷。修理によ る故障および損傷。

(3)(3) 火災、火災、地震、地震、落雷等の災害、落雷等の災害、あるいは異常電圧など の外部要因に起因する故障あるいは異常電圧など の外部要因に起因する故障

および損傷。およ び損傷。

(4)(4) 当社製品に接続する当社以外の機器に起因する故障および損傷。当社製品に接続する当社以外の機器に起因する故障および損傷。

44 無償保証期間経過後は有償にて修理さ せていただき ま す。無償保証期間経過後は有償にて修理さ せていただき ま す。補修用部品の保有期間は補修用部品の保有期間は

原則製造終了後原則製造終了後55年間です。年間です。

なお、なお、 こ の期間内であっ ても 、こ の期間内であっ ても 、補修部品の在庫切れ、補修部品の在庫切れ、部品メ ーカ の製造中止など に部品メ ーカ の製造中止など に

よ り 修理できない場合があり ま す。よ り 修理できない場合があり ま す。

55 次のよ う な場合有償でも修理出来ない時があり ま す。次のよ う な場合有償でも修理出来ない時があり ま す。 PCBPCB基板全損、基板全損、 ICIC全損など 、全損など 、

故障状態によ り 修理価格が新品価格を上回る場合。故障状態によ り 修理価格が新品価格を上回る場合。

66 製品故障の場合、製品故障の場合、出張修理は致し ており ま せん。出張修理は致し ており ま せん。当社あるいは販売店への持ち込み当社あるいは販売店への持ち込み

修理と なり ま す。修理と なり ま す。

77 上記保証内容は、上記保証内容は、 日本国内においてのみ有効です。日本国内においてのみ有効です。

保証規定保証規定

ユーザサ ポー ト の ご 案内ユーザサ ポー ト の ご 案内

DLNETDLNETシリ ーズシリ ーズに関するご質問、ご相談は、ユーザサポート 課までお問い合わせ下さ い。に関するご質問、ご相談は、ユーザサポート 課までお問い合わせ下さ い。

データ リ ンク 株式会社　 ユーザサポート 課データ リ ンク 株式会社　 ユーザサポート 課

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791　　 E-m a ilE-m a il：： sup p ort@ d a ta -l ink . c o . jpsup p ort@ d a ta -l ink . c o . jp

受付時間　 月曜～金曜受付時間　 月曜～金曜 ( (祝祭日は除く祝祭日は除く ))

AM9:00AM9:00～～PM12:00PM12:00　　  PM1:00 PM1:00～～PM5:00PM5:00


